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第
一
章　

は
じ
め
に

　

本
稿
で
は
、
江
戸
に
お
い
て
木
綿
商
と
し
て
名
を
馳
せ
た
伊
勢
国
松
坂
出

身
の
長
谷
川
次
郎
兵
衛
家
に
お
け
る
一
八
三
六
年
（
天
保
七
）
の
「
毎
年
両

度
読
聞
覚
」（
以
下
、
本
史
料
）
を
翻
刻
紹
介
す
る）

1
（

。
本
史
料
は
、
長
谷
川

次
郎
兵
衛
家（
以
下
、
長
谷
川
家
）に
お
い
て
江
戸
の
奉
公
人
に
対
し
て「
読

聞
」（
以
下
、
読
み
聞
か
せ
）
を
行
っ
て
い
た
こ
と
を
示
す
貴
重
な
史
料
で

あ
る
。

　

幕
末
維
新
期
ま
で
の
動
向
を
踏
ま
え
て
評
価
し
た
長
谷
川
家
は
、
伊
勢
商

人
の
な
か
で
筆
頭
格
に
あ
げ
て
も
差
し
支
え
な
い
豪
商
で
あ
る）

2
（

。
そ
こ
で
、

ま
ず
第
二
章
で
は
長
谷
川
家
の
先
行
研
究
に
つ
い
て
整
理
す
る
。
第
三
章
で

は
奉
公
人
に
読
み
聞
か
せ
が
行
わ
れ
て
い
た
家
訓
・
店
則
の
定
義
、
第
四
章

で
は
伊
勢
商
人
自
体
の
店
則
に
関
連
す
る
先
行
研
究
、
第
五
章
で
は
店
則
の

読
み
聞
か
せ
に
つ
い
て
触
れ
て
い
る
先
行
研
究
お
よ
び
伊
勢
商
人
の
店
則
の

紹
介
か
ら
読
み
聞
か
せ
の
実
態
を
把
握
す
る
。
第
六
章
で
は
本
史
料
の
内
容

を
紹
介
す
る
。

　

な
お
、
長
谷
川
本
家
の
当
主
名
は
「
治
郎
兵
衛
」
と
「
次
郎
兵
衛
」
で
表

記
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
、
江
戸
期
で
は
数
多
く
の
史
料
か
ら
後
者
の
使
用
を

確
認
で
き
る
。
本
稿
は
江
戸
期
の
史
料
で
あ
る
た
め
、
表
記
は
後
者
の
「
次

郎
兵
衛
」
で
統
一
し
た）

3
（

。

第
二
章　

長
谷
川
次
郎
兵
衛
家
の
先
行
研
究

　

本
章
で
は
、
伊
勢
商
人
と
し
て
の
長
谷
川
家
の
重
要
性
を
理
解
す
る
た
め

に
、
史
資
料
を
活
用
し
積
み
重
ね
ら
れ
て
き
た
先
行
研
究
を
中
心
に
整
理
し

て
お
こ
う）

4
（

。

木
綿
商
長
谷
川
次
郎
兵
衛
家
の
天
保
七
年
「
毎
年
両
度
読
聞
覚
」

末　

田　

智　

樹＊

・
扇　

野　

耕　

多＊
＊

　

＊
人
文
学
部
教
授
―
経
済
地
理
学
・
経
営
史

＊
＊
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
松
阪
歴
史
文
化
舎
学
芸
員
―
近
世
史
・
近
代
史
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戦
前
に
お
け
る
長
谷
川
家
の
史
的
研
究
で
は
、
大
谷
壽
太
郎（
一
九
三
七
）

が
「
江
戸
時
代
に
於
け
る
織
物
問
屋
の
帳
簿
」
に
お
い
て
、
一
橋
大
学
（
当

時
、
東
京
商
科
大
学
）
附
属
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
る
「
日
本
橋
大
伝
馬
町
長

谷
川
木
綿
店
の
古
張
」
の
「
三
十
四
冊
」
と
し
て
、
そ
れ
ら
に
含
ま
れ
る
「
大

伝
馬
町
太
物
問
屋
仲
間
」と
長
谷
川
家
分
家
の
江
戸
店
の
帳
簿
類
で
あ
る「
目

録
帳
、
金
銀
出
入
帳
、
大
福
帳
の
三
種
五
冊
」
に
着
目
し
た
。
大
谷
は
と
く

に
大
福
帳
を
検
討
し
、
織
物
問
屋
と
し
て
は
複
式
簿
記
の
形
態
ま
で
の
発
展

と
は
い
か
な
か
っ
た
も
の
の
、
極
め
て
進
歩
的
か
つ
整
備
さ
れ
た
帳
簿
が
存

在
し
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。
大
谷
が
帳
簿
の
み
に
着
目
し
て
い
た
の
に

対
し
、
宮
崎
正
吉
（
一
九
四
二
）
は
同
様
の
史
料
群
を
「
大
伝
馬
町
長
谷
川

木
綿
店
古
帳
」
と
題
す
る
「
三
十
五
冊
」
と
し
て
紹
介
し
た
。
宮
崎
は
、
こ

の
史
料
群
を
大
伝
馬
町
の
木
綿
問
屋
仲
間
に
関
す
る
二
五
点
、
同
じ
く
問
屋

仲
間
の
講
に
関
す
る
三
点
、
長
谷
川
家
の
お
も
に
「
亀
屋
」（
後
述
）
の
経

営
関
係
（
店
則
・
帳
簿
類
等
）
の
七
点
の
三
つ
に
分
類
・
整
理
し
て
各
概
要

を
述
べ
た）

5
（

。

　

戦
後
で
は
、
編
著
者
の
北
島
正
元
（
一
九
六
二
）
ら
が
三
重
県
松
阪
市
の

長
谷
川
家
が
所
蔵
す
る
膨
大
な
史
料
を
使
用
し
、『
江
戸
商
業
と
伊
勢
店
』

の
表
題
で
六
八
七
頁
に
及
ぶ
大
著
を
生
み
出
し
た）

6
（

。
同
書
は
江
戸
期
に
お
け

る
長
谷
川
家
の
商
業
経
営
に
重
点
を
置
き
、
加
え
て
幕
府
・
紀
州
藩
と
の
関

係
が
同
家
経
営
に
与
え
た
影
響
も
視
野
に
入
れ
て
解
明
し
た
伊
勢
商
人
の
商

業
経
営
史
分
野
の
な
か
で
最
も
優
れ
た
先
駆
的
な
実
証
的
研
究
と
言
っ
て
も

過
言
で
は
な
い
。
こ
れ
は
伊
勢
商
人
の
長
谷
川
家
の
み
な
ら
ず
、
当
時
研
究

が
遅
れ
て
い
た
江
戸
期
の
商
業
経
営
史
分
野
に
お
い
て
も
大
き
な
貢
献
を
果

た
し
た
と
高
く
評
価
で
き
る
。

　

江
戸
期
の
研
究
に
対
し
て
、
林
玲
子
（
一
九
七
四
）
は
明
治
初
期
か
ら
大

正
初
期
に
か
け
た
「
長
谷
川
商
店
」
の
動
向
を
解
き
明
か
し
た）

7
（

。
林
は
、
と

く
に
東
京
に
お
け
る
丹
波
屋
本
店
（
丸
三
店
）
の
木
綿
問
屋
の
仕
入
先
・
販

売
先
と
の
関
係
や
そ
の
資
金
調
達
面
、
お
よ
び
愛
知
県
三
河
の
平
坂
店
の
経

営
に
つ
い
て
在
地
仲
買
や
東
京
問
屋
と
の
関
係
に
絞
っ
て
分
析
し
実
態
を
明

ら
か
に
し
た
。
同
書
（
山
口
和
雄
編
著
）
で
は
、
現
在
の
三
重
県
津
市
の
豪

商
で
あ
っ
た
川
喜
田
久
太
夫
家
の
近
代
期
の
経
営
動
向
も
検
討
し
て
お
り
、

伊
勢
商
人
の
近
代
以
降
の
史
的
研
究
に
と
っ
て
非
常
に
重
要
な
先
行
研
究
で

あ
る
と
い
え
る
。
河
原
一
夫
（
一
九
七
七
）
は
一
七
〇
八
年
（
宝
永
五
）
の

江
戸
本
店
の
「
店
算
用
目
録
帳
」
と
「
大
黒
」
を
分
析
し
、
前
者
は
今
日
の

貸
借
対
照
表
、
後
者
は
損
益
計
算
書
の
役
割
を
果
た
し
、
両
方
を
あ
わ
せ
た

形
態
で
複
式
決
算
構
造
と
な
っ
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。
さ
ら
に
、
同
年

の
松
坂
本
家
の
「
大
福
帳
」
と
同
年
の
「
万
儲
覚
」
を
分
析
し
、
前
者
は
長

谷
川
家
全
店
の
決
算
簿
で
、
後
者
は
同
家
全
体
の
損
益
計
算
が
集
約
さ
れ
、

両
方
を
あ
わ
せ
る
と
合
併
財
務
諸
表
で
あ
っ
た
と
い
う
同
家
の
帳
合
法
を
浮

き
彫
り
に
し
た）

8
（

。

　

そ
の
後
、
松
阪
市
史
編
さ
ん
委
員
会
編
（
一
九
八
三
）『
松
阪
市
史　

第

一
二
巻　

史
料
篇　

近
世
（
二
）
経
済
』
と
三
重
県
編
（
一
九
九
八
）『
三

重
県
史　

資
料
編　

近
世
四
（
上
）』
で
は
、
他
の
伊
勢
商
人
と
あ
わ
せ
て

長
谷
川
家
の
重
要
史
料
と
経
営
概
要
を
紹
介
し
た）

9
（

。
こ
れ
ら
を
受
け
て
、
賀

川
隆
行
（
一
九
九
九
）
が
長
谷
川
本
家
の
一
八
一
七
年
（
文
化
一
四
）
の
「
大

福
帳
」
と
「
万
儲
帳
」、
そ
し
て
江
戸
五
店
の
「
算
用
目
録
帳
」
と
「
大
黒
」
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の
性
格
を
吟
味
し
、
そ
の
う
え
で
お
も
に
元
禄
―
享
保
期
（
一
六
八
八
〜
一

七
三
五
）
と
安
永
―
文
政
期
（
一
七
七
二
〜
一
八
二
九
）
に
お
け
る
上
記
の

帳
簿
を
検
討
し
、
二
つ
の
時
期
の
経
営
動
向
を
解
明
し
た）

10
（

。
前
者
の
時
期
で

は
、
江
戸
本
店
の
木
綿
問
屋
と
し
て
の
営
業
と
そ
の
純
益
金
を
営
業
資
金
と

し
て
注
ぎ
込
む
こ
と
に
よ
っ
て
規
模
拡
大
、
す
な
わ
ち
本
店
と
し
て
の
営
業

規
模
と
と
も
に
新
店
、
亀
屋
店
、
戎
屋
店
の
増
設
を
図
っ
て
い
っ
た
点
を
指

摘
し
た
。
後
者
の
時
期
で
は
、
文
政
期
（
一
八
一
八
〜
一
八
二
九
）
後
の
一

八
三
四
年
（
天
保
五
）
に
実
質
的
な
赤
字
に
陥
っ
て
し
ま
っ
た
も
の
の
、
こ

れ
は
木
綿
問
屋
経
営
が
行
き
詰
ま
っ
た
結
果
で
は
な
く
、
同
家
の
自
己
蓄
積

と
資
産
増
加
の
た
め
に
利
益
金
が
従
来
の
よ
う
に
江
戸
店
に
融
資
さ
れ
な
く

な
っ
た
こ
と
に
よ
る
。
つ
ま
り
、
取
り
扱
い
の
自
由
な
囲
金
の
口
座
に
集
め

ら
れ
、
そ
し
て
引
き
続
き
同
族
の
借
財
が
増
加
し
た
背
景
に
は
、
所
有
と
経

営
の
分
離
に
よ
っ
て
都
市
豪
商
に
成
長
し
た
長
谷
川
家
同
族
の
消
費
拡
大
を

抑
え
て
、
一
途
な
経
営
拡
大
を
図
ろ
う
と
す
る
経
営
の
論
理
と
の
確
執
が
み

ら
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
と
し
た
。
賀
川
が
、
帳
簿
類
の
検
討
か
ら
江
戸
店
持

ち
伊
勢
商
人
の
特
色
で
あ
る
所
有
と
経
営
の
分
離
し
て
い
た
点
に
結
び
つ
け

た
こ
と
は
高
く
評
価
し
た
い
。
こ
の
よ
う
に
研
究
が
進
ん
だ
一
方
で
、
同
家

の
文
書
・
書
籍
類
関
係
の
史
資
料
全
体
で
の
目
録
作
成
は
行
わ
れ
て
い
な

か
っ
た
。

　

二
〇
一
〇
年
代
に
入
っ
て
松
阪
市
教
育
委
員
会
編
（
二
〇
一
三
）
は
、
長

谷
川
家
文
書
の
調
査
報
告
書
・
資
料
目
録
を
刊
行
し
た）

11
（

。
経
緯
は
次
の
通
り

で
あ
る
。
同
家
文
書
の
総
点
数
約
一
万
一
三
〇
〇
点
（
文
書
類
三
九
〇
〇
点
、

書
籍
類
二
四
〇
〇
点
、
一
紙
物
資
料
五
〇
〇
〇
点
）
が
、
文
化
庁
と
三
重
県

の
補
助
の
も
と
で
二
〇
〇
八
年
度
か
ら
二
〇
一
〇
年
度
に
か
け
た
三
年
計
画

で
整
理
さ
れ
た
。
そ
の
際
に
新
た
な
文
書
資
料
六
三
〇
〇
点
余
り
が
発
見
さ

れ
た
た
め
に
、
二
ヶ
年
の
延
長
と
な
っ
て
二
〇
一
二
年
度
ま
で
の
五
ヶ
年
で

調
査
が
進
め
ら
れ
た
。
こ
の
調
査
で
は
、
文
書
資
料
約
二
万
三
〇
〇
〇
点
を

中
心
に
書
籍
約
二
四
〇
〇
点
の
調
査
お
よ
び
目
録
化
が
行
わ
れ
た
。

　

そ
の
の
ち
大
量
の
未
調
査
の
資
料
が
判
明
し
た
た
め
に
、
二
〇
一
三
年
度

か
ら
二
〇
一
七
年
度
に
か
け
て
調
査
が
さ
ら
に
進
め
ら
れ
た
。
こ
の
時
に
調

査
・
整
理
さ
れ
た
の
は
文
書
資
料
が
四
万
五
〇
三
八
点
、
書
籍
が
四
五
三
〇

点
、
生
活
道
具
が
一
万
二
〇
四
〇
点
の
総
点
数
六
万
一
六
〇
八
点
で
あ
っ
た
。

本
内
容
は
松
阪
市
教
育
委
員
会
編
（
二
〇
一
八
a
）
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る）

12
（

。

な
お
、
長
谷
川
家
の
歴
史
に
つ
い
て
は
両
調
査
の
報
告
書
に
書
か
れ
た
解
題

に
お
い
て
詳
細
か
つ
幅
広
い
視
点
か
ら
解
説
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
目
録

の
刊
行
に
よ
っ
て
長
谷
川
家
の
史
的
研
究
が
大
き
く
前
進
し
た
。

　

前
述
の
松
阪
市
教
育
委
員
会
編
（
二
〇
一
三
）
に
加
わ
っ
て
い
た
鈴
木
え

り
も
（
二
〇
一
三
）
は
、
幕
末
維
新
期
の
長
谷
川
家
が
絡
ん
だ
廻
船
の
不
正

処
理
と
そ
の
後
の
出
訴
に
関
す
る
史
料
を
紹
介
し
た）

13
（

。
こ
の
時
期
に
長
谷
川

家
の
商
業
経
営
史
分
野
が
賀
川
隆
行
（
二
〇
一
四
）
に
よ
っ
て
大
い
に
進
ん

だ）
14
（

。
賀
川
は
、
前
稿
（
一
九
九
九
）
に
お
い
て
分
析
で
き
な
か
っ
た
長
谷
川

本
家
の
一
七
三
八
年
（
元
文
三
）
か
ら
一
七
六
六
年
（
明
和
三
）
ま
で
の
「
大

福
帳
」
や
同
時
期
の
「
万
儲
帳
」、
江
戸
店
の
「
店
算
用
目
録
」
を
検
討
し
、

成
長
期
の
江
戸
本
店
お
よ
び
新
店
、
亀
屋
店
、
戎
屋
店
の
経
営
動
向
を
明
ら

か
に
し
た
。
鈴
木
敦
子
（
二
〇
一
五
）
は
同
じ
く
松
坂
の
豪
商
で
あ
っ
た
長

井
嘉
左
衛
門
家
の
店
則
に
関
す
る
研
究
の
な
か
で
、
長
谷
川
家
と
比
較
し
た
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分
析
手
法
を
と
り
、
そ
の
際
に
長
谷
川
家
の
概
観
と
店
則
を
紹
介
し
繰
綿
営

業
の
特
色
を
ま
と
め
た）

15
（

。
鈴
木
に
よ
る
店
則
研
究
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

　

同
時
期
に
は
、
奈
良
文
化
財
研
究
所
編
（
二
〇
一
四
）
に
よ
る
旧
長
谷
川

家
住
宅
の
調
査
報
告
書
と
松
阪
市
文
化
財
セ
ン
タ
ー
編
（
二
〇
一
四
）
に
よ

る
長
谷
川
家
の
入
門
用
の
図
録
が
刊
行
さ
れ
た）

16
（

。
こ
れ
ら
が
刊
行
さ
れ
た
背

景
に
は
、
松
阪
市
が
「
豪
商
の
ま
ち
」
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
で
観
光
化
す

る
た
め
に
、
長
谷
川
家
の
旧
宅
が
観
光
施
設
と
し
て
整
い
始
め
た
こ
と
が

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
う
え
、
旧
宅
の
保
存
活
用
計
画
が
松
阪
市
教

育
委
員
会
編
（
二
〇
一
八
b
・
c
）
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
に
よ

り
長
谷
川
次
郎
兵
衛
家
の
旧
宅
と
資
料
の
保
存
が
一
層
進
み
、
松
阪
市
の
歴

史
文
化
観
光
に
活
用
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た）

17
（

。

　

二
〇
二
〇
年
代
に
入
り
橋
本
寿
哉
（
二
〇
二
〇
a
・
b
）
は
長
谷
川
家
の

帳
合
法
の
発
展
過
程
に
関
し
て
、
同
家
の
経
営
上
の
時
代
区
分
に
基
づ
き
創

業
・
発
展
・
成
熟
期
の
三
期
に
分
け
て
検
討
し
、
段
階
的
で
は
あ
る
も
の
の
、

複
式
決
算
を
行
い
得
る
も
の
へ
と
発
達
し
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

こ
の
体
系
的
な
帳
合
法
を
完
成
さ
せ
た
背
景
に
は
長
谷
川
本
家
が
三
つ
の
店

を
所
有
し
、
二
つ
の
分
家
が
各
店
を
所
有
し
て
い
た
が
、
実
質
的
に
は
本
家

が
一
族
全
体
の
統
括
機
関
と
し
て
五
つ
の
店
と
三
つ
の
家
を
支
配
し
て
い
た

と
い
う
組
織
体
制
が
関
係
し
て
い
た
点
を
指
摘
し
た）

18
（

。
さ
ら
に
、
松
阪
歴
史

文
化
舎
編
（
二
〇
二
二
）
が
長
谷
川
家
の
開
館
三
周
年
を
記
念
し
て
図
録
を

発
刊
し
た）

19
（

。
本
図
録
で
は
、
写
真
編
と
し
て
書
画
・
民
具
・
古
文
書
・
書
籍

類
、
建
造
物
群
・
庭
園
を
掲
載
し
て
い
る
。
本
図
録
は
、
そ
れ
ら
の
解
説
に

加
え
て
「
長
谷
川
家
の
あ
ゆ
み
」
と
し
て
同
家
の
江
戸
期
か
ら
昭
和
期
ま
で

の
歴
史
と
本
家
歴
代
当
主
の
事
歴
を
説
明
し
た
非
常
に
優
れ
た
図
録
と
な
っ

て
お
り
、
同
家
の
史
的
研
究
の
基
本
書
に
位
置
づ
け
ら
れ
よ
う
。

　

長
谷
川
家
の
文
化
史
分
野
に
つ
い
て
は
筒
井
紘
一
（
二
〇
一
三
）
と
扇
野

耕
多
（
二
〇
二
二
）
の
研
究
が
み
ら
れ
る）

20
（

。
前
者
で
は
、
長
谷
川
家
の
歴
代

当
主
は
茶
道
の
裏
千
家
の
家
元
に
代
々
師
事
し
て
い
た
が
、
家
元
と
同
家
当

主
と
の
交
流
、
し
か
も
両
者
の
親
密
ぶ
り
さ
え
も
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る

書
簡
を
紹
介
し
た
。
後
者
で
は
、
同
家
が
門
弟
と
し
て
名
を
連
ね
る
以
外
に

裏
千
家
を
支
え
る
後
援
者
と
い
う
重
要
な
存
在
で
あ
っ
た
点
を
指
摘
す
る
こ

と
で
、
両
家
の
関
係
性
を
解
明
し
た
。

　

郷
土
史
的
研
究
に
あ
た
る
嶋
田
謙
次
（
一
九
八
七
）『
伊
勢
商
人
』、
後
藤

隆
之
（
一
九
九
〇
）『
伊
勢
商
人
の
世
界
』、
大
喜
多
甫
文
（
二
○
一
七
）『
伊

勢
商
人
と
江
戸
店
』
と
同
（
二
〇
〇
五
a
・
b
、
二
〇
〇
六
）
に
お
い
て
も
、

長
谷
川
家
の
店
舗
展
開
や
経
営
動
向
な
ど
を
述
べ
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
、
近

年
で
は
無
論
、
三
重
県
編
（
二
〇
二
〇
）『
三
重
県
史　

通
史
編
』
に
お
い

て
同
家
の
江
戸
店
の
創
業
と
分
店
開
設
、
加
え
て
一
八
三
六
年
（
天
保
七
）

三
河
に
平
坂
店
を
置
く
こ
と
で
同
地
で
の
仕
入
れ
を
強
化
し
て
い
た
こ
と
な

ど
に
着
目
し
、
同
家
経
営
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る）

21
（

。
な
お
、
同
家
に
つ
い
て

は
宮
本
又
次
編
（
一
九
七
六
）『
豪
商
百
人
』、
奈
良
本
辰
也
監
修
（
一
九
七

九
）『
士
農
工
商　

商
人
』、
萩
原
裕
雄（
一
九
九
〇
）『
江
戸
豪
商
一
〇
〇
話
』、

片
倉
比
佐
子
（
一
九
九
一
）「
日
本
橋
の
老
舗
問
屋
街
」（『
江
戸
時
代　

人

づ
く
り
風
土
記　

大
江
戸
万
華
鏡
』）
に
お
い
て
も
取
り
あ
げ
ら
れ
て
お
り
、

伊
勢
商
人
の
範
疇
の
み
な
ら
ず
全
国
の
な
か
で
一
定
の
評
価
を
得
て
い
る
江

戸
期
を
代
表
す
る
大
商
家
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
に
異
論
は
な
か
ろ
う）

22
（

。
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北
島
前
掲
書
の
本
格
的
な
研
究
か
ら
す
で
に
六
〇
年
以
上
が
経
過
し
て
い

る
が
、
こ
の
長
谷
川
家
の
史
的
研
究
は
大
量
の
史
料
の
保
存
状
態
か
ら
し
て

も
引
き
続
き
解
明
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
重
要
な
課
題
で
あ
る
。
北

島
の
後
は
林
が
明
治
期
以
降
、
賀
川
が
江
戸
期
の
帳
簿
史
料
の
分
析
に
取
り

組
み
、
豪
商
長
谷
川
家
の
経
営
シ
ス
テ
ム
の
一
端
を
解
き
明
か
し
た
。
同
家

の
概
要
や
史
料
に
関
し
て
は
専
用
の
調
査
報
告
書
や
目
録
・
図
録
に
よ
っ
て
、

そ
し
て
前
掲
『
松
阪
市
史　

史
料
篇
』
と
前
掲
『
三
重
県
史　

資
料
編
』
に

お
い
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
長
谷
川
家
の
資
料
に
つ
い
て
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
松

阪
歴
史
文
化
舎
が
保
管
管
理
し
て
お
り
、
同
家
の
目
録
が
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

も
閲
覧
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た）

23
（

。
同
家
の
商
業
経
営
史
・
文
化
史
分
野
に
関

す
る
未
使
用
の
史
資
料
が
数
多
く
残
さ
れ
て
お
り
、
同
家
の
史
的
研
究
が
よ

り
一
段
と
深
め
ら
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

第
三
章　

家
訓
・
店
則
の
定
義

　

こ
こ
で
は
、
江
戸
期
に
お
け
る
商
家
の
「
家
訓
・
店
則
」
の
定
義
に
つ
い

て
商
業
経
営
史
分
野
の
先
行
研
究
か
ら
整
理
し
て
お
こ
う
。

　

こ
れ
に
関
し
て
は
、
ま
ず
先
駆
的
研
究
者
で
あ
る
宮
本
又
次（
一
九
四
一
）

が
『
近
世
商
人
意
識
の
研
究
―
家
訓
及
店
則
と
日
本
商
人
道
―
』
で
、
大
坂

商
人
、
近
江
商
人
、
伊
勢
商
人
、
名
古
屋
商
人
と
い
っ
た
江
戸
期
の
代
表
的

な
商
人
の
「
家
訓
・
店
則
」
を
分
析
・
整
理
し
、「
家
訓
及
店
則
に
於
け
る

商
人
意
識
の
具
現
」
の
な
か
で
次
の
よ
う
に
総
括
し
て
い
る）

24
（

。

　

宮
本
は
、
江
戸
期
の
商
家
に
は
概
ね
家
訓
な
る
も
の
が
あ
り
、
子
々
孫
々

に
対
し
て
心
得
る
べ
き
こ
と
を
記
し
て
い
る
が
、
こ
れ
と
は
別
に
「
家
法
・

家
風
書
・
店
制
・
店
則
・
店
掟
等
」
と
称
す
る
も
の
が
あ
り
、
商
家
の
道
徳

観
・
理
想
を
示
す
と
と
も
に
家
族
関
係
を
規
定
し
、
奉
公
人
と
の
関
係
を
定

め
た
も
の
で
あ
っ
た
と
す
る
。

　

す
な
わ
ち
、
宮
本
は
家
訓
に
対
し
て
、「
家
法
・
店
制
・
店
則
・
店
法
・

店
掟
・
店
定
目
」（
以
下
、
店
則
）
と
は
商
家
の
道
徳
・
理
想
を
示
し
家
族

関
係
を
規
定
す
る
ほ
か
、
店
内
の
制
規
・
事
務
の
分
担
・
接
客
法
・
会
計
法

や
、
奉
公
人
・
使
用
人
に
関
し
て
定
め
た
も
の
で
家
訓
よ
り
広
い
範
囲
に
わ

た
っ
て
い
る
。
こ
れ
が
店
と
家
が
分
離
し
、
経
営
が
家
計
か
ら
分
か
れ
た
段

階
に
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
い
う
。
但
し
、
家
訓
と
店
則
と
は
そ
れ
ほ

ど
厳
密
に
区
別
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
時
に
は
兼
用
・
併
用
さ
れ
家
訓
に

し
て
店
則
を
含
む
も
の
、
ま
た
店
則
に
家
訓
の
要
素
を
多
く
持
つ
も
の
が

あ
っ
た
と
指
摘
す
る
。

　

各
家
の
家
訓
お
よ
び
店
則
は
そ
れ
ぞ
れ
形
式
・
内
容
を
異
に
し
、
前
者
は

概
ね
相
続
者
や
血
縁
者
の
間
の
み
で
相
伝
さ
れ
読
み
聞
か
す
よ
う
な
こ
と
も

割
合
に
少
な
か
っ
た
の
に
対
し
、
後
者
は
原
則
と
し
て
公
表
し
読
み
聞
か
せ

も
行
わ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
両
方
と
も
に
各
家
に
よ
っ
て
特
色
が
あ
る
が
、

大
体
は
定
例
文
言
を
使
用
し
た
た
め
似
か
よ
っ
て
い
た
。
時
代
的
に
み
て
初

め
は
簡
単
で
あ
っ
た
も
の
が
、
時
代
が
移
行
す
る
に
し
た
が
っ
て
項
目
が
増

加
し
て
い
く
傾
向
が
み
ら
れ
、
古
い
も
の
は
家
を
中
心
と
し
た
隠
徳
や
倹
約
、

親
類
・
別
家
の
協
力
を
説
い
て
い
た
。
経
営
的
な
も
の
は
少
な
く
、
時
代
が

経
つ
に
つ
れ
て
経
営
・
接
客
・
仕
入
・
販
売
の
方
法
が
具
体
的
に
な
っ
た
と

す
る
。
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江
戸
期
の
商
業
経
営
史
分
野
の
基
本
と
さ
れ
る
宮
本
の
研
究
か
ら
は
家
訓

と
店
則
を
明
確
に
分
け
る
こ
と
が
難
し
く
、
お
そ
ら
く
こ
の
研
究
の
影
響
を

受
け
て
、
そ
の
後
の
「
家
訓
・
店
則
」
に
関
す
る
学
術
的
研
究
の
論
題
に
お

い
て
、
家
訓
と
店
則
の
両
方
を
使
用
し
た
「
家
訓
・
店
則
」
の
表
現
が
多
く

み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る）

25
（

。

　

安
岡
重
明
（
一
九
七
八
・
一
九
九
五
）
は
、
宮
本
の
経
営
規
模
の
拡
大
に

よ
る
家
と
店
と
の
分
離
に
つ
れ
て
、
家
訓
と
店
則
と
の
区
別
を
み
る
よ
う
に

な
っ
た
と
い
う
見
解
に
着
目
し
、
宮
本
が
明
確
化
で
き
な
か
っ
た
家
訓
と
店

則
の
関
係
を
含
め
て
「
家
法
」
の
も
と
に
五
つ
の
区
分
を
試
み
た）

26
（

。
江
戸
期

の
商
家
が
作
成
し
た「
家
法
」は
、
①
家
管
理
の
心
得
的
な
も
の
と
し
て「
家

訓
」、
②
家
制
度
を
基
本
と
し
て
具
体
的
に
規
定
し
た
も
の
で
、
例
え
ば
相

続
と
家
運
営
な
ど
の
指
針
と
し
て
「
家
憲
」、
③
店
管
理
や
営
業
上
の
心
得

的
な
も
の
と
し
て
「
店
訓
」、
④
店
の
運
営
や
業
務
の
執
行
な
ど
に
つ
い
て

の
具
体
的
指
針
や
禁
止
事
項
と
し
て
「
店
則
」、
⑤
奉
公
人
や
別
家
に
関
す

る
規
定
と
し
て
「
使
用
人
規
則
」
に
大
別
で
き
る
と
整
理
し
た
。

　

但
し
、
実
際
の
五
つ
の
「
家
法
」
は
前
記
の
分
類
の
う
ち
複
数
を
含
ん
で
、

相
互
に
入
り
ま
じ
っ
て
明
確
に
区
分
す
る
の
が
不
可
能
な
場
合
が
多
い
の
が

普
通
で
あ
る
か
ら
、
各
「
家
法
」
を
ど
れ
か
に
分
類
す
る
こ
と
に
は
問
題
が

あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
五
つ
の
分
類
を
念
頭
に
置
い
た
う
え
で
「
家
法
」
を

考
察
す
る
必
要
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
安
岡
は
商
家
の
「
家
法
」
を
五
つ
に
分

類
し
つ
つ
考
察
を
進
め
る
と
、
各
商
家
の
性
格
が
一
層
明
確
に
な
る
の
で
は

な
い
か
と
し
、
商
家
研
究
の
支
柱
と
し
て
「
家
訓
・
店
則
」
の
分
析
意
義
を

高
め
た
。
そ
し
て
、
安
岡
は
と
く
に
「
家
憲
」
の
成
立
は
商
家
の
家
業
と
同

族
が
一
定
度
の
発
展
を
前
提
と
し
、
ま
た
家
と
店
と
の
分
離
に
よ
り
店
則
が

最
初
に
作
成
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
と
指
摘
し
た
。

　

加
え
て
、
安
岡
は
家
制
度
を
確
定
す
る
も
の
が
「
家
憲
」
で
あ
り
、
将
来

の
家
の
あ
り
方
や
相
続
方
法
を
規
定
す
る
規
則
で
あ
っ
た
。そ
し
て
、「
家
憲
」

は
「
あ
る
べ
き
姿
」
を
規
定
し
た
理
念
的
な
も
の
に
留
ま
る
も
の
で
は
な
く
、

商
家
の
事
業
拡
大
の
あ
る
段
階
に
お
い
て
出
現
し
た
と
す
る
。

　

足
立
政
男
（
一
九
七
四
）『
老
舗
の
家
訓
と
家
業
経
営
』
は
、
京
都
の
老

舗
の
経
営
理
念
や
経
営
を
支
え
て
き
た
商
法
の
特
色
に
関
し
て
各
家
の
「
家

訓
・
店
則
」
か
ら
分
析
を
進
め
た
も
の
で
あ
る）

27
（

。
こ
の
な
か
で
家
業
の
経
営

の
規
定
に
つ
い
て
は
家
訓
の
な
か
に
盛
り
込
ま
れ
た
が
、
そ
の
な
か
に
規
定

せ
ず
、
こ
れ
と
は
別
に
規
則
書
、
す
な
わ
ち
店
則
を
設
け
て
細
か
く
規
定
し

た
。
こ
の
規
定
は
家
計
と
家
業
の
経
営
、
奥
勘
定
と
店
勘
定
が
分
離
し
て
き

た
段
階
を
示
し
て
お
り
、
奉
公
人
も
数
多
く
雇
用
さ
れ
家
業
経
営
も
大
な
る

も
の
が
普
通
で
あ
っ
た
と
す
る
。続
け
て
、家
業
の
経
営
に
関
す
る
精
神
的
・

物
質
的
な
あ
り
方
を
こ
ま
ご
ま
と
衣
食
住
の
全
般
に
わ
た
っ
て
規
定
し
た
の

が
店
則
で
、
そ
れ
は
家
業
の
経
営
規
定
で
あ
っ
た
と
定
義
し
た
。

　

宮
本
と
安
岡
、足
立
の
研
究
を
丁
寧
か
つ
批
判
的
に
考
察
し
た
入
江
宏（
一

九
九
六
）『
近
世
庶
民
家
訓
の
研
究
』
は
、
家
訓
に
重
点
を
置
い
て
い
る
も

の
の
店
則
を
含
め
た
研
究
意
義
の
水
準
を
大
い
に
高
め
た）

28
（

。
入
江
は
、
江
戸

期
の
名
の
あ
る
商
家
に
は
代
々
伝
え
守
っ
て
き
た
家
の
法
や
家
訓
が
数
多
く

残
っ
て
お
り
、
内
容
・
形
式
の
充
実
し
て
い
る
も
の
一
〇
〇
点
を
分
析
し
た

結
果
、
大
別
す
る
と
次
の
四
つ
に
分
類
で
き
る
と
し
た
。
第
一
の「
家
訓
型
」

は
、
血
縁
家
族
員
は
も
と
よ
り
広
く
暖
簾
内
成
員
を
対
象
に
家
の
理
念
か
ら
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町
人
道
に
至
る
規
範
を
列
挙
し
た
も
の
。
第
二
の
「
店
則
型
」
は
、
実
際
に

店
内
業
務
に
従
事
す
る
も
の
を
対
象
に
店
制
・
店
務
・
服
務
律
を
明
ら
か
に

し
た
も
の
。
第
三
の
「
家
法
型
」
は
、
相
続
法
や
分
別
家
の
制
を
定
め
た
狭

義
の
も
の
。
第
四
は
以
上
を
兼
ね
備
え
た
「
総
合
型
・
複
合
型
」
で
あ
り
、

実
際
に
は
商
家
家
法
の
大
部
分
が
こ
れ
に
該
当
す
る
と
整
理
し
た
。

　

一
〇
〇
の
事
例
の
な
か
で
伊
勢
商
人
に
つ
い
て
は
後
述
の
川
喜
田
家
の

「
店
定
目
」
や
長
井
家
の
「
定
目
」、
長
谷
川
家
平
坂
店
の
「
掟
」
の
三
つ
が

入
っ
て
い
る
の
み
で
、
伊
勢
商
人
の
店
則
が
あ
ま
り
含
ま
れ
て
お
ら
ず
、
入

江
の
分
析
状
況
か
ら
も
伊
勢
商
人
の
「
店
則
」
の
検
討
が
今
後
の
課
題
と
し

て
あ
げ
ら
れ
る
。

　

以
上
、
代
表
的
な
四
名
の
「
家
訓
・
店
則
」
の
研
究
か
ら
整
理
し
て
き
た
。

と
く
に
店
則
に
つ
い
て
は
、
店
則
そ
の
も
の
と
、
そ
う
で
な
い
「
家
訓
」
や

「
家
法
」
が
含
ま
れ
た
も
の
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
店
則
の
存
在
は
、

経
営
規
模
の
拡
大
に
よ
り
家
と
店
と
が
分
離
さ
れ
て
き
た
段
階
を
示
し
て
い

る
の
で
あ
り
、
商
家
の
規
模
に
左
右
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
判
明
し
た
。
こ
の

意
味
に
お
い
て
も
、
江
戸
で
大
規
模
に
経
営
展
開
を
み
せ
た
伊
勢
商
人
の
店

則
が
分
析
対
象
と
し
て
重
要
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

第
四
章　

伊
勢
商
人
の
家
訓
・
店
則

　

そ
こ
で
本
章
で
は
、
伊
勢
商
人
の
「
家
訓
・
店
則
」
の
概
要
に
つ
い
て
、

ま
ず
前
掲
『
三
重
県
史　

資
料
編
』
か
ら
探
っ
て
お
こ
う）

29
（

。

　

最
初
に
伊
勢
商
人
の
特
色
で
あ
げ
ら
れ
て
い
る
の
は
津
・
松
坂
・
射
和
な

ど
の
南
伊
勢
の
出
身
で
、
江
戸
を
中
心
と
し
て
三
都
に
出
店
を
構
え
て
支
配

人
な
ど
の
奉
公
人
が
経
営
を
取
り
仕
切
り
、
主
人
は
伊
勢
に
い
て
経
営
に
直

接
携
わ
ら
ず
文
化
と
趣
味
に
勤
し
ん
で
い
た
点
で
あ
る
。
こ
の
背
景
に
は
、

江
戸
店
の
奉
公
人
か
ら
伊
勢
の
主
人
の
も
と
に
毎
年
決
算
帳
簿
が
利
益
金
と

一
緒
に
提
出
さ
れ
る
シ
ス
テ
ム
が
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
経
営
に
携
わ
る
奉
公

人
は
原
則
と
し
て
伊
勢
出
身
者
か
ら
し
か
雇
用
せ
ず
、
無
事
に
年
季
を
勤
め

あ
げ
た
奉
公
人
は
主
人
か
ら
暖
簾
分
け
し
て
も
ら
っ
て
別
家
に
な
っ
た）

30
（

。

　

伊
勢
商
人
は
家
訓
と
か
「
店
掟
」
と
呼
ば
れ
た
心
得
を
代
々
伝
え
、「
何
々

遺
書
」
や
「
誰
々
様
ケ
条
」
と
い
う
よ
う
な
形
態
で
一
体
化
さ
れ
た
も
の
も

し
ば
し
ば
み
ら
れ
た
と
い
う
。
前
掲
『
三
重
県
史　

資
料
編
』
で
は
、
家
訓

と
は
「
家
」
の
構
成
員
に
対
し
て
守
る
べ
き
準
則
を
成
文
化
し
た
も
の
で
あ

り
、
そ
こ
に
は
本
分
家
の
関
係
や
先
祖
供
養
、
親
戚
付
き
合
い
の
範
囲
な
ど

家
人
と
し
て
の
心
得
を
記
し
た
。
前
掲
『
三
重
県
史　

資
料
編
』
で
は
「
店

掟
」
と
表
現
さ
れ
て
い
る
奉
公
人
の
服
務
心
得
で
あ
る
店
則
に
つ
い
て
は
、

商
家
に
お
い
て
新
た
な
経
験
が
積
ま
れ
る
と
、
そ
れ
に
対
す
る
マ
ニ
ュ
ア
ル

と
し
て
「
店
掟
」
が
更
新
さ
れ
た
。
奉
公
人
は
「
店
掟
」
を
こ
と
あ
る
ご
と

に
読
み
聞
か
さ
れ
、
奉
公
人
の
商
家
へ
の
忠
誠
を
確
保
し
て
主
人
の
統
制
を

離
れ
た
商
行
為
や
不
正
に
は
走
ら
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
で
あ
っ
た
と
定
義

し
て
い
る
。
そ
の
う
え
で
主
人
の
在
国
性
の
強
い
伊
勢
商
人
ほ
ど
、
奉
公
人

を
掌
握
し
管
理
す
る
「
店
掟
」
の
整
備
が
重
要
に
な
っ
て
い
っ
た
と
の
論
陣

を
張
り
、
店
則
の
重
要
性
を
論
じ
る）

31
（

。

　

さ
ら
に
、
次
の
よ
う
に
定
義
す
る
。「
店
掟
」
に
つ
い
て
伊
勢
商
人
の
多

く
は
、
奉
公
人
の
生
活
・
営
業
活
動
上
の
心
得
を
記
し
た
も
の
を
各
家
が
独
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自
に
制
定
し
た
。「
店
掟
」
は
「
店
定
目
」「
店
式
目
」「
掟
法
帳
」
と
も
称

さ
れ
、
史
料
の
題
名
と
し
て
は
単
に
「
定
」「
掟
」
と
し
て
も
現
れ
る
こ
と

も
あ
っ
た
。「
家
法
」「
家
訓
」
と
の
厳
密
な
分
別
は
難
し
い
が
、
こ
れ
ら
は

家
産
の
維
持
や
管
理
、
相
続
の
規
定
が
中
心
で
あ
る
も
の
に
対
し
て
、
経
営

の
合
理
化
が
図
れ
る
な
か
で
「
家
」
と
「
店
」
と
い
う
経
営
の
分
離
が
進
み
、

奉
公
人
や
同
族
を
対
象
に
作
ら
れ
た
規
定
が
「
店
掟
」
で
あ
っ
た
と
い
え
よ

う
。
こ
の
点
か
ら
伊
勢
商
人
の
店
則
も
、
宮
本
や
安
岡
の
見
解
と
同
様
に
正

確
に
区
分
す
る
こ
と
の
難
し
さ
が
知
れ
る
。「
店
掟
」
に
は
伊
勢
の
本
家
で

作
成
し
て
江
戸
店
等
へ
達
す
る
も
の
と
、
江
戸
店
等
の
支
配
人
ら
が
自
発
的

に
そ
れ
ぞ
れ
で
申
し
合
わ
せ
る
も
の
と
の
二
種
類
あ
っ
た
。
前
者
の
場
合
に

は
、
そ
の
多
く
が
分
家
や
別
家
も
含
め
た
同
族
に
共
通
す
る
「
掟
」
と
な
っ

た
。そ
し
て
、「
店
掟
」は
軸
装
さ
れ
る
な
ど
し
て
丁
重
に
保
管
さ
れ
、正
月
・

盆
の
決
算
時
等
の
定
期
的
な
寄
り
合
い
に
際
し
て
読
み
合
わ
せ
ら
れ
る
こ
と

も
あ
っ
た
と
、
作
成
や
活
用
の
方
法
を
具
体
的
に
指
摘
し
て
い
る）

32
（

。

　

ま
た
、
初
期
に
は
創
業
者
ら
の
経
験
に
基
づ
く
精
神
的
訓
戒
な
ど
、
商
人

と
し
て
の
心
構
え
を
抽
象
的
に
説
く
も
の
が
多
か
っ
た
と
す
る
。
一
般
に
は

公
儀
法
度
の
遵
守
が
冒
頭
に
掲
げ
ら
れ
、
忠
孝
や
倹
約
に
関
す
る
条
項
も
複

数
み
ら
れ
、「
掟
」
に
よ
っ
て
は
仏
教
や
心
学
の
影
響
が
認
め
ら
れ
た
。
作

成
さ
れ
た
「
店
掟
」
の
多
く
は
、
必
要
に
応
じ
て
削
除
や
追
加
さ
れ
る
な
ど

し
て
改
正
さ
れ
、
ま
た
書
き
改
め
ら
れ
る
こ
と
な
く
張
り
紙
や
加
筆
、
抹
消

に
よ
り
修
正
さ
れ
て
い
た
。
と
く
に
江
戸
中
期
以
降
に
奉
公
人
の
職
制
が
整

備
さ
れ
る
に
つ
れ
て
、
個
別
具
体
的
な
条
項
が
新
た
に
付
け
加
え
ら
れ
て

い
っ
た
。
内
容
と
し
て
は
衣
食
住
や
外
出
の
制
限
規
定
な
ど
日
常
生
活
上
の

行
動
を
規
制
す
る
も
の
、
婚
姻
規
定
や
儀
礼
に
関
す
る
心
得
、
火
災
発
生
時

の
処
置
、
奉
公
人
間
の
上
下
の
別
を
立
て
る
こ
と
な
ど
が
み
ら
れ
た
。
な
お
、

店
に
よ
っ
て
は
投
機
的
商
売
の
失
敗
を
契
機
に
、
こ
う
し
た
商
売
を
厳
禁
す

る
条
項
が
盛
り
込
ま
れ
る
場
合
も
あ
っ
た
と
、
さ
ら
に
掘
り
下
げ
て
い
る）

33
（

。

　

こ
れ
ま
で
伊
勢
商
人
各
家
の
店
則
に
つ
い
て
は
、
前
掲
『
三
重
県
史　

資

料
編
』
や
前
掲
『
松
阪
市
史　

史
料
篇
』
で
翻
刻
さ
れ
、
史
料
紹
介
が
進
め

ら
れ
て
き
た
。
簡
単
に
整
理
し
て
お
く
と
前
者
で
は
掲
載
順
で
、
富
山
家
の

一
六
九
三
年
（
元
禄
六
）「
家
内
法
度
之
掟
并
奉
公
人
請
状
之
定
」、
小
津
家

の
一
六
九
四
年
（
元
禄
七
）「
定
」
と
一
七
六
一
年
（
宝
暦
一
一
）「
定
」、

田
中
家
の
一
七
三
二
年
（
享
保
一
七
）「
定
式
」
と
一
七
三
四
年
（
享
保
一
九
）

「
覚
」、
長
谷
川
家
の
一
七
八
三
年（
天
明
三
）「
掟
法
帳
」と
一
八
五
七
年（
安

政
四
）「
掟
法
帳
」、
長
井
家
の
一
七
二
三
年
（
享
保
八
）「
覚
」
と
一
七
八

七
年
（
天
明
七
）「
心
得
之
事
」
と
一
八
二
七
年
（
文
政
一
〇
）「
定
目
」、

川
喜
田
家
の
一
八
一
六
年
（
文
化
一
三
）「
店
定
目
」
と
一
八
六
八
年
（
慶

応
四
）
〜
一
八
七
二
年
（
明
治
五
）
頃
の
「
定
目
」、
竹
口
家
の
一
七
七
九

年
（
安
永
八
）
頃
の
「
竹
口
家
家
訓
準
縄
録
」、
渡
辺
家
の
一
八
三
六
年
（
天

保
七
）「
店
式
目
申
渡
之
事
」
と
一
八
六
二
年
（
文
久
二
）「
式
目
」
な
ど
を

取
り
あ
げ
て
い
る）

34
（

。

　

後
者
で
は
掲
載
順
で
、
国
分
家
の
一
七
七
四
年
（
安
永
三
）「
定
目
」
と

一
八
六
四
年（
元
治
元
）「
式
目
覚
」、
竹
川
家
の
一
八
二
〇
年（
文
政
三
）「
店

掟
之
事
」、
年
代
不
詳
で
あ
る
が
富
山
家
の
「
店
法
度
作
法
并
異
見
事
」、
堀

木
家
の
一
七
五
五
年
（
宝
暦
五
）「
家
事
仕
法
一
七
条
」、
堀
口
家
の
一
七
五

三
年（
宝
暦
三
）「
家
訓
掟
之
条
々
」、
小
津
家
の
一
七
一
三
年（
正
徳
三
）「
定
」、
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殿
村
家
の
一
七
七
五
年
（
安
永
四
）「
店
仕
法
」、
長
谷
川
家
の
一
七
九
九
年

（
寛
政
一
一
）「
店
作
法
書
」
な
ど
を
取
り
あ
げ
て
い
る）

35
（

。

　

両
著
以
外
で
は
伊
勢
商
人
の
郷
土
史
研
究
が
店
則
に
つ
い
て
触
れ
て
お
り
、

長
谷
川
家
の
先
行
研
究
で
も
紹
介
し
た
嶋
田
前
掲
書
、
後
藤
前
掲
書
、
大
喜

多
前
掲
書
が
あ
げ
ら
れ
る）

36
（

。
と
く
に
嶋
田
と
後
藤
は
前
掲
『
松
阪
市
史　

史

料
篇
』
の
各
家
に
、
前
掲
『
三
重
県
史　

資
料
編
』
の
川
喜
田
家
を
加
え
て

伊
勢
商
人
の
店
則
を
整
理
し
た
。

　

前
者
の
嶋
田
は
、
商
人
ら
の
な
か
に
も
多
数
の
従
業
員
を
抱
え
て
統
制
管

理
の
た
め
に
規
範
の
必
要
性
を
痛
感
す
る
者
が
、
各
家
で
「
定
目
」
や
「
掟
」

と
し
て
従
業
員
の
心
得
や
就
業
規
則
を
作
成
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
す
る
。

嶋
田
は
掲
載
順
で
紹
介
し
た
前
掲
『
松
阪
市
史　

史
料
篇
』
の
国
分
家
と
竹

川
家
か
ら
長
谷
川
家
ま
で
の
ほ
か
、
三
井
・
川
喜
田
・
長
井
家
の
店
則
を
成

立
年
と
と
も
に
紹
介
し
た）

37
（

。

　

後
者
の
後
藤
は
、
津
・
松
坂
・
射
和
の
三
地
域
か
ら
出
た
豪
商
一
〇
家
に

つ
い
て
概
要
と
し
て
、
主
人
か
ら
店
員
へ
、
つ
ま
り
上
か
ら
下
へ
与
え
ら
れ

た
服
務
規
律
・
就
業
規
則
の
名
称
は
異
な
っ
て
い
る
の
で
、
後
藤
は
表
現
を

「
店
定
目
等
」
と
し
た
。
そ
の
う
え
で
津
の
川
喜
田
家
の
一
八
一
六
年
（
文

化
一
三
）「
店
定
目
」
を
筆
頭
に
、
射
和
で
は
富
山
・
竹
川
・
国
分
家
、
松

坂
で
は
堀
木
・
堀
口
家
か
ら
長
谷
川
家
と
三
井
家
ま
で
の
成
立
年
と
条
項
数

を
紹
介
し
た
。し
か
も
内
容
に
つ
い
て
は
、「
御
公
儀
御
法
度
を
守
る
、神
仏
・

御
先
祖
の
崇
拝
」「
商
売
の
心
得
」「
現
金
・
商
品
の
管
理
」「
帳
簿
記
録
の

励
行
」「
火
・
盗
賊
の
用
心
」「
外
出
の
規
制
」「
酒
食
・
け
ん
か
・
ば
く
ち
・

遊
芸
等
身
持
の
指
導
」「
服
装
・
身
の
回
り
の
規
制
」「
保
健
衛
生
」「
管
理

職
の
心
得
」「
そ
の
他
」
に
分
け
て
一
覧
表
に
し
、
各
家
の
「
店
定
目
等
」

が
ほ
ぼ
す
べ
て
の
条
項
で
み
ら
れ
た
と
の
説
明
で
概
括
し
た
点
は
評
価
で
き

る）
38
（

。
そ
の
一
例
と
し
て
川
喜
田
家
の
「
店
定
目
」
を
紹
介
し
て
い
る
も
の
の
、

条
項
の
具
体
的
な
説
明
が
加
え
ら
れ
て
い
な
い
点
が
唯
一
残
念
で
あ
る
。
な

お
後
述
す
る
よ
う
に
、
川
喜
田
家
の
三
五
ヶ
条
に
関
し
て
は
宮
本
前
掲
書
に

お
い
て
戦
前
に
詳
述
さ
れ
て
い
る
の
で
、
川
喜
田
家
の
再
調
査
に
よ
る
新
た

な
史
料
発
見
に
期
待
し
つ
つ
、
そ
れ
ら
と
と
も
に
さ
ら
な
る
解
明
が
期
待
さ

れ
る）

39
（

。

　

前
掲
『
松
阪
市
史　

史
料
篇
』
と
前
掲
『
三
重
県
史　

資
料
編
』
の
ほ
か

「
小
津
家
文
書
」「
長
谷
川
家
文
書
」
を
使
用
し
た
大
喜
多
の
研
究
で
は
、
主

人
が
伊
勢
に
居
住
す
る
伊
勢
商
人
の
江
戸
店
に
は
「
店
作
法
」「
店
掟
」「
店

式
目
」
な
ど
と
称
さ
れ
る
従
業
員
規
則
が
主
人
に
よ
り
作
ら
れ
、
そ
れ
を
遵

守
す
る
こ
と
が
江
戸
店
の
経
営
に
は
肝
要
で
あ
っ
た
と
し
た
。
そ
し
て
、
小

津
家
の
一
六
九
四
年
（
元
禄
七
）「
定
」
の
七
ヶ
条
と
一
八
二
四
年
（
文
政
七
）

以
降
に
定
め
ら
れ
た
「
本
店
掟
書
」
の
一
九
ヶ
条
を
事
例
と
し
て
、
前
者
と

後
者
の
間
に
制
定
さ
れ
た
一
七
一
三
年
（
正
徳
三
）「
定
」
の
一
二
ヶ
条
、

一
七
六
一
年
（
宝
暦
一
一
）「
定
」
の
二
一
ヶ
条
を
踏
ま
え
て
説
明
し
て
い
る
。

結
論
と
し
て
伊
勢
商
人
の
「
店
掟
」
は
最
初
の
掟
書
を
基
本
と
し
、
そ
の
後

の
店
や
世
相
の
変
化
に
応
じ
て
何
度
か
改
訂
さ
れ
、
こ
れ
を
各
家
の
奉
公
人

ら
が
固
く
守
っ
て
き
た
こ
と
が
伊
勢
商
人
の
江
戸
店
が
発
展
・
存
続
し
た
要

因
の
一
つ
で
あ
っ
た
と
論
じ
た
。
こ
の
点
は
評
価
で
き
る
が
、
さ
ら
な
る
検

証
が
必
要
で
あ
ろ
う）

40
（

。

　

伊
勢
商
人
の
店
則
に
関
す
る
学
術
研
究
で
は
、
前
述
の
よ
う
に
宮
本
前
掲
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書
が
最
も
古
く
、
そ
の
な
か
で
「
伊
勢
商
人
の
家
訓
及
店
則
」
と
し
て
論
じ

た
。
伊
勢
商
人
に
つ
い
て
は
、「
近
江
泥
棒
・
伊
勢
乞
食
」
を
引
用
し
て
江

戸
期
か
ら
近
江
商
人
と
比
較
対
照
さ
れ
つ
つ
、
両
者
は
特
異
の
存
在
感
を
示

し
て
活
躍
し
た
と
す
る
。
伊
勢
商
人
の
出
発
点
と
し
て
北
条
氏
の
小
田
原
城

下
町
か
ら
江
戸
へ
の
進
出
を
述
べ
て
、
伊
勢
商
人
と
近
江
商
人
の
経
営
様
式

は
似
て
い
る
が
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
伊
勢
商
人
は
江
戸
に
出
店
を
多
く
持

ち
、
特
権
商
人
や
御
用
商
人
と
し
て
活
動
し
、
そ
の
最
も
有
力
な
る
代
表
者

が
三
井
家
と
し
た）

41
（

。
三
井
家
の
ほ
か
に
川
喜
田
家
と
長
井
家
の
店
則
を
紹
介

し
、
前
者
で
は
一
八
一
六
年
（
文
化
一
三
）「
店
定
目
」
の
三
五
ヶ
条
の
す

べ
て
、
後
者
で
は
一
八
二
七
年
（
文
政
一
〇
）「
定
目
」
の
一
四
ヶ
条
の
う

ち
一
三
ヶ
条
ま
で
を
詳
し
く
解
説
し
て
い
る）

42
（

。

　

長
谷
川
家
の
先
行
研
究
で
紹
介
し
た
北
島
前
掲
書
に
お
い
て
同
家
の
研
究

が
大
い
に
進
め
ら
れ
、
第
六
章
で
述
べ
る
が
、
同
家
の
店
則
に
つ
い
て
は「
長

谷
川
家
の
店
制
と
家
政
改
革
」
で
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
同
家
の
店
則
は
前

掲
『
三
重
県
史　

資
料
編
』
で
は
「
掟
法
帳
」
と
呼
ば
れ
、
一
七
三
七
年
（
元

文
二
）
の
五
八
ヶ
条
が
最
初
で
以
後
改
正
が
行
わ
れ
、
明
治
初
期
ま
で
み
ら

れ
た
こ
と
を
指
摘
し
た）

43
（

。

　

布
川
清
司
（
一
九
六
三
）「
江
戸
商
家
奉
公
人
の
倫
理
」
で
は
、
田
中
家

の
店
則
か
ら
の
分
析
で
は
な
い
も
の
の
、
伊
勢
の
本
家
か
ら
江
戸
店
に
宛
て

た
指
示
書
を
本
家
で
書
き
留
め
て
置
い
た
「
江
戸
用
事
扣
」
を
使
用
し
、
奉

公
人
の
倫
理
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
た
。
す
な
わ
ち
、
田
中
家
の
経
営
主
は

店
掟
を
固
執
す
る
あ
り
方
を
要
求
し
、
生
活
上
で
は
辛
抱
・
出
精
・
和
順
、

経
営
上
で
は
慎
重
・
機
敏
を
実
践
す
る
奉
公
人
を
理
想
と
し
た
が
、
同
家
で

は
そ
れ
に
違
反
す
る
奉
公
人
が
い
た
と
い
う
。
こ
れ
に
対
し
経
営
主
は
「
店

掟
」
を
時
代
や
奉
公
人
の
実
情
に
対
応
さ
せ
て
適
宜
修
正
し
、
ま
た
儒
教
や

仏
教
の
概
念
で
補
強
し
つ
つ
合
理
化
や
不
心
得
者
が
出
た
際
に
は
そ
れ
を
教

訓
と
し
て
利
用
し
て
い
た
と
し
、
店
則
の
存
在
意
義
を
強
く
論
じ
た）

44
（

。

　

鈴
木
敦
子
（
二
〇
一
八
）
で
は
長
井
家
の
店
則
を
整
理
し
、
同
（
二
〇
一

五
）
で
は
「
店
掟
之
事
」
を
同
じ
伊
勢
商
人
の
長
谷
川
家
、
近
江
商
人
の
中

井
家
、
京
都
商
人
の
杉
本
家
と
比
較
し
な
が
ら
考
察
を
行
っ
た
。
長
井
家
の

「
店
掟
之
事
」に
つ
い
て
は
、
営
業
時
間
・
営
業
活
動
・
商
圏
・
経
営
会
議
・

小
遣
い
・
退
職
金
・
服
装
・
外
出
時
の
注
意
・
健
康
管
理
の
規
定
な
ど
の
店

舗
運
営
や
服
務
規
定
の
前
半
部
分
と
、
後
見
人
・
支
配
人
・
二
番
・
三
番
・

四
番
の
役
職
別
に
お
け
る
業
務
内
容
の
後
半
部
分
に
分
か
れ
て
い
た
点
を
見

出
し
、
両
部
分
の
特
色
を
鮮
明
に
し
た
。
鈴
木
は
今
後
、
江
戸
店
持
ち
商
家

の
検
討
に
よ
っ
て
、
当
主
が
本
宅
に
居
住
し
て
資
産
の
最
終
管
理
・
組
織
全

体
の
統
括
を
す
る
所
有
と
実
務
を
支
配
人
に
任
せ
て
営
業
拠
点
の
江
戸
に
お

け
る
店
舗
経
営
と
の
関
係
が
判
明
す
る
こ
と
で
、
意
思
決
定
の
プ
ロ
セ
ス
・

経
営
業
績
の
実
態
解
明
に
近
づ
く
こ
と
が
で
き
る
と
し
て
、
伊
勢
商
人
の
商

業
経
営
史
分
野
の
課
題
に
関
連
付
け
て
ま
と
め
た）

45
（

。

　

鈴
木
も
加
わ
っ
て
い
る
三
井
文
庫
主
催
の
近
世
経
済
史
料
研
究
会
（
二
〇

二
二
）
で
は
、
伊
勢
商
人
の
江
戸
店
の
店
則
と
し
て
一
六
八
八
年
（
貞
享
五
）

の
伊
豆
蔵
五
兵
衛
家
の
「
店
法
度
・
作
法
幷
異
見
之
事
」
を
翻
刻
し
詳
細
に

分
析
し
た
。
三
井
家
と
伊
豆
蔵
五
兵
衛
家
の
関
係
を
明
ら
か
に
し
つ
つ
、
伊

豆
蔵
の
店
則
に
つ
い
て
は
第
一
に
三
井
家
の
「
現
金
掛
値
な
し
」
商
法
が
伊

豆
蔵
を
手
本
に
導
入
さ
れ
た
点
、
第
二
に
一
七
世
紀
後
半
の
江
戸
に
お
け
る
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呉
服
取
引
の
実
情
を
う
か
が
わ
せ
る
点
、
第
三
に
江
戸
店
の
店
制
お
よ
び
手

代
統
制
に
か
か
わ
る
項
目
が
多
数
を
占
め
て
い
る
点
、
第
四
に
伊
豆
蔵
の
店

則
と
酷
似
し
た
店
則
が
存
在
し
て
い
た
点
を
解
き
明
か
し
、
今
回
発
見
さ
れ

た
伊
豆
蔵
の
貴
重
な
店
則
の
価
値
を
浮
き
彫
り
に
し
た
。
こ
の
研
究
に
よ
っ

て
、
伊
勢
商
人
を
含
め
た
豪
商
や
商
業
経
営
に
お
け
る
「
店
則
」
の
研
究
意

義
や
可
能
性
を
限
り
な
く
拡
大
し
た
と
考
え
ら
れ
る）

46
（

。

　

以
上
、
伊
勢
商
人
の
店
則
に
関
す
る
先
行
研
究
に
関
し
て
整
理
し
て
き
た

が
、
伊
勢
商
人
の
営
業
実
態
・
規
模
や
当
主
と
奉
公
人
の
関
係
性
を
明
ら
か

に
す
る
た
め
に
も
翻
刻
資
料
も
含
め
て
、
今
後
も
各
家
の
店
則
自
体
を
分
析

し
な
が
ら
宮
本
前
掲
書
の
よ
う
に
大
坂
商
人
や
近
江
商
人
な
ど
と
の
比
較
検

討
を
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
五
章　

店
則
の
読
み
聞
か
せ

　

店
則
の
読
み
聞
か
せ
に
つ
い
て
は
、
宮
本
前
掲
書
で
は
武
家
の
家
訓
が
一

般
の
披
見
を
禁
じ
た
の
に
対
し
、
商
家
の
「
家
訓
・
家
法
・
店
則
」
は
定
日

に
朗
読
し
、
壁
書
・
張
り
紙
で
表
示
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
こ
と
の
指
摘
が

あ
る）

47
（

。

　

西
坂
靖
（
二
〇
〇
六
）
は
三
井
家
の
越
後
屋
京
本
店
を
対
象
と
し
、
店
の

規
則
す
な
わ
ち
式
目
・
定
書
類
の
手
代
ら
へ
の
周
知
方
法
に
つ
い
て
「
読
聞

か
せ
」
を
あ
げ
て
い
る
。
京
本
店
で
は
、「
組
寄
会
」「
内
寄
会
」
な
ど
店
内

の
寄
合
の
つ
ど
に
読
み
聞
か
せ
ら
れ
る
べ
き
式
目
が
決
め
ら
れ
て
い
た
。「
読

聞
か
せ
」
以
外
で
は
、
奉
公
人
か
ら
銘
々
の
印
形
を
と
る
こ
と
に
よ
っ
て
規

律
の
徹
底
を
図
る
「
判
取
り
」
や
、
店
内
の
あ
ち
こ
ち
に
護
符
の
ご
と
く
掲

げ
ら
れ
た
掲
示
物
な
ど
が
あ
っ
た
と
し
た）

48
（

。

　

油
井
宏
子
（
二
〇
〇
七
）
は
、
江
戸
の
呉
服
商
と
し
て
越
後
屋
・
大
丸
屋

な
ど
と
並
び
称
さ
れ
た
白
木
屋
で
は
店
則
で
あ
っ
た
「
規
矩
帳
」
が
慣
例
的

に
読
み
聞
か
せ
ら
れ
、
ま
た
仕
事
の
手
が
空
い
た
時
に
は
常
々
自
ら
目
を
通

す
よ
う
に
言
わ
れ
て
い
た
と
い
う）

49
（

。

　

上
村
雅
洋
（
二
〇
一
二
a
）
は
、
近
江
商
人
の
西
川
家
の
店
則
に
お
い
て

火
の
用
心
、
帳
簿
の
取
り
扱
い
、
蔵
の
管
理
、
外
出
・
着
類
・
習
い
事
の
規

則
、
開
店
・
就
寝
時
刻
、
新
規
事
業
の
禁
止
な
ど
奉
公
人
を
め
ぐ
る
様
々
な

細
か
い
取
り
決
め
が
な
さ
れ
て
い
た
点
を
指
摘
し
た
。
こ
う
し
た
店
則
の
指

針
に
基
づ
い
て
奉
公
人
の
日
常
行
動
が
本
家
に
よ
っ
て
規
制
さ
れ
て
い
た
の

で
あ
り
、
そ
れ
を
周
知
徹
底
さ
せ
る
た
め
に
店
内
に
お
い
て
毎
月
定
期
的
に

読
み
聞
か
せ
が
行
わ
れ
た
。
な
お
上
村
は
、
翻
刻
し
た
店
則
の
な
か
に
含
ま

れ
る
「
右
掟
書
毎
月
十
五
日
夜
人
数
相
揃
、
支
配
人
読
為
聞
可
申
候
、
若
十

五
日
夜
無
拠
差
支
有
之
候
ハ
ヽ
、
十
七
日
夜
読
為
聞
可
申
候
事
」
や
、「
掟

書
毎
月
九
日
夜
人
数
相
揃
弐
番
目
之
者
為
読
聞
可
申
候
、
若
九
日
夜
無
拠
差

支
在
之
候
ハ
ヽ
、
十
日
夜
為
読
聞
可
申
候
、
尤
掟
書
承
候
内
ハ
主
人
之
直
談

よ
り
重
く
相
心
得
、
一
統
相
慎
承
り
可
申
事
」
を
根
拠
と
し
て
論
じ
た
と
考

え
ら
れ
る）

50
（

。

　

以
上
の
よ
う
な
指
摘
が
み
ら
れ
る
が
、
次
に
伊
勢
商
人
の
店
則
か
ら
読
み

聞
か
せ
を
あ
げ
て
お
く
。
そ
こ
で
前
掲『
三
重
県
史　

資
料
編
』と
前
掲『
松

阪
市
史　

史
料
篇
』
の
翻
刻
資
料
か
ら
探
っ
て
み
よ
う
。

　

前
者
で
は
、
小
津
家
の
一
七
六
一
年
（
宝
暦
一
一
）「
定
」
に
は
「
自
今
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毎
月
八
日
店
中
江
読
為
聞
相
守
可
申
候
」、
長
井
家
の
一
八
二
七
年
（
文
政

一
〇
）「
定
目
」に
は「
月
々
寄
合
之
節
致
披
露
無
忘
却
堅
相
慎
候
様
可
致
候
」

と
あ
る）

51
（

。
ま
た
、
川
喜
田
家
の
一
八
一
六
年
（
文
化
一
三
）「
店
定
目
」
に

は
「
毎
月
廿
八
日
夜
両
店
立
合
商
売
之
儀
を
始
店
中
取
締
之
義
為
読
聞
、
心

得
違
之
者
無
之
様
吃
度
教
諭
可
有
之
候
」
と
あ
り
、
毎
月
読
み
聞
か
せ
が
行

わ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
川
喜
田
家
の
一
八
六
八
年
（
慶
応
四
）
〜
一
八
七

二
年
（
明
治
五
）「
定
目
」
に
は
、「
右
之
通
永
々
正
月
十
九
日
、
七
月
六
日
、

十
月
十
九
日
夜
、
主
人
初
築
地
岩
田
勤
番
一
統
立
合
之
上
読
為
聞
可
申
」
と

あ
り
、
幕
末
・
明
治
初
期
で
は
年
三
回
に
変
更
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る）

52
（

。

渡
辺
家
の
一
八
三
六
年
（
天
保
七
）「
店
式
目
申
渡
之
事
」
に
は
、
店
則
に

対
し
て
最
後
に
隠
居
役
や
支
配
人
が
「
右
之
通
夫
々
日
読
無
油
断
末
々
迄
難

有
奉
承
知
和
合
配
意
可
仕
候
条
」
と
記
し
、
日
々
読
ま
れ
て
い
た
こ
と
が
確

認
で
き
る）

53
（

。

　

後
者
で
は
、
国
分
家
の
一
七
七
四
年
（
安
永
三
）「
定
目
」
の
解
説
の
な

か
で
、
節
季
初
め
の
年
二
回
ぐ
ら
い
は
奉
公
人
全
員
を
集
め
て
読
み
聞
か
せ

た
と
あ
る）

54
（

。
富
山
家
の
「
店
法
度
作
法
并
異
見
事
」（
年
代
不
詳
）
で
は
「
毎

年
正
月
十
一
日
八
月
十
一
日
此
両
日
之
夜
に
入
り
て
、
皆
々
集
り
寄
て
急
度

読
聞
ヶ
可
申
候
」、
堀
口
家
の
一
七
五
三
年
（
宝
暦
三
）「
家
訓
掟
之
条
々
」

で
は
「
右
之
条
々
常
々
被
懸
心
ニ
新
参
之
者
江
為
読
聞
、
猶
又
正
月
勘
定
之

日
七
月
十
六
日
壱
ヶ
年
ニ
両
度
宛
店
々
之
者
共
ニ
為
読
聞
子
共
ニ
至
迄
も
為

相
守
可
申
候
」
と
あ
り
、
両
家
で
も
年
二
回
で
あ
っ
た
こ
と
が
読
み
取
れ
る）

55
（

。

　

殿
村
家
の
一
七
七
五
年
（
安
永
四
）「
店
仕
法
」
で
は
、「
右
仕
法
書
寛
延

三
年
よ
り
毎
月
於
本
店
読
聞
候
所
、
辰
歳
以
来
度
々
之
火
災
ニ
被
障
致
中
絶

候
、
此
度
相
改
認
遣
候
間
毎
月
日
を
極
置
候
而
本
店
ニ
而
一
夜
両
替
店
ニ
而

一
夜
毎
月
両
度
無
懈
怠
皆
々
揃
候
而
読
聞
可
被
申
候
」
と
あ
り
、
一
七
五
〇

年
（
寛
延
三
）
か
ら
本
店
で
読
み
聞
か
せ
て
い
た
が
、
一
七
六
〇
年
（
宝
暦

一
〇
）
も
し
く
は
一
七
七
二
年
（
安
永
元
）
か
ら
火
災
の
た
め
止
め
て
い
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
一
七
七
五
年
（
安
永
四
）
か
ら
本
店
と
両
替
店
に
お
い
て

一
日
ず
つ
の
月
二
回
で
読
み
聞
か
せ
を
再
開
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る）

56
（

。

　

近
世
経
済
史
料
研
究
会
前
掲
の
伊
豆
蔵
で
は
、「
依
而
於
京
都
一
ヶ
年
ニ

一
度
宛
勝
手
之
節
、
乃
至
月
待
之
夜
ニ
而
も
、
惣
中
を
集
め
、
年
寄
中
之
内

ゟ
読
聞
候
事
」
と
あ
り
、
こ
の
店
則
は
江
戸
店
の
掟
で
あ
る
も
の
の
京
都
店

で
も
年
に
一
回
読
み
聞
か
せ
る
こ
と
に
し
て
い
た
と
い
う）

57
（

。

　

さ
て
、
今
回
紹
介
す
る
本
史
料
の
表
題
に
は
「
毎
年
両
度
」
と
「
読
聞
」

と
入
っ
て
お
り
、
年
二
回
読
み
聞
か
せ
を
行
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
し

か
し
な
が
ら
、
前
述
で
紹
介
し
て
き
た
奉
公
人
に
対
す
る
具
体
的
な
店
則
と

は
異
な
っ
て
い
る
。
内
容
に
つ
い
て
は
次
章
で
詳
し
く
説
明
し
よ
う
。

第
六
章　

史
料
解
説

（
一
）
長
谷
川
次
郎
兵
衛
家
に
つ
い
て

　

本
章
で
は
、
伊
勢
国
松
坂
出
身
の
木
綿
商
長
谷
川
次
郎
兵
衛
家
お
よ
び
分

家
の
当
主
等
が
一
八
三
六
年
（
天
保
七
）
四
月
に
作
成
し
た
本
史
料
の
内
容

に
つ
い
て
解
説
す
る
。

　

ま
ず
、
本
史
料
を
作
成
し
た
長
谷
川
家
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い）

58
（

。
同

家
は
、
江
戸
大
伝
馬
町
一
丁
目
に
店
を
構
え
、
木
綿
の
商
い
で
財
を
築
い
た
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商
人
で
あ
る
。
一
六
七
五
年
（
延
宝
三
）、
長
谷
川
家
創
業
の
祖
と
さ
れ
る

長
谷
川
家
三
代
当
主
政
幸
が
丹
波
屋
次
郎
兵
衛
を
名
乗
り
、
大
伝
馬
町
一
丁

目
で
木
綿
仲
買
を
始
め
、
一
六
八
六
年
（
貞
享
三
）
に
は
、
大
伝
馬
町
一
丁

目
の
木
綿
仲
買
商
と
と
も
に
木
綿
仲
買
兼
仕
入
問
屋
と
な
っ
た
。
江
戸
店
の

経
営
が
安
定
す
る
と
政
幸
は
国
元
の
松
坂
へ
戻
り
、
江
戸
店
の
経
営
は
奉
公

人
に
任
せ
た
。
ち
な
み
に
、
こ
の
よ
う
な
経
営
方
法
は
長
谷
川
家
を
含
む
伊

勢
商
人
の
特
徴
の
一
つ
で
あ
る
。

　

一
七
〇
二
年
（
元
禄
一
五
）、
政
幸
か
ら
家
督
を
相
続
し
た
四
代
当
主
元

忠
が「
新
店
」を
開
く
と
、
相
次
い
で
分
店
を
開
業
す
る
。
一
七
二
五
年（
享

保
一
〇
）
に
は
、
長
谷
川
家
の
分
家
に
あ
た
る
長
谷
川
武
右
衛
門
家
の
木
綿

店
「
亀
屋
」、
続
け
て
同
じ
く
分
家
の
長
谷
川
六
郎
次
の
木
綿
店
「
戎
屋
」

が
開
業
す
る
。
な
お
、
開
業
時
の
武
右
衛
門
家
当
主
お
よ
び
六
郎
次
家
当
主

は
い
ず
れ
も
三
代
当
主
政
幸
の
子
で
、
四
代
当
主
元
忠
の
弟
に
あ
た
る
。
さ

ら
に
、
一
七
八
三
年
（
天
明
三
）
に
「
向
店
」
を
開
業
し
た
。
以
上
の
よ
う

に
、
長
谷
川
家
は
江
戸
大
伝
馬
町
一
丁
目
へ
店
を
五
つ
展
開
す
る
ほ
ど
有
力

な
木
綿
商
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

（
二
）「
毎
年
両
度
読
聞
覚
」
に
つ
い
て

　

本
史
料
は
、
長
谷
川
家
お
よ
び
分
家
の
当
主
等
が
連
名
で
江
戸
の
各
店
奉

公
人
等
へ
宛
て
た
訓
戒
で
、
①
本
店（
以
下
、
史
料
①
）、
②
亀
屋
・
戎
屋（
以

下
、
史
料
②
）、
③
向
店
（
以
下
、
史
料
③
）
の
三
冊
か
ら
な
る
。
形
態
、

作
成
日
、
作
成
者
（
差
出
人
）、
宛
名
は
い
ず
れ
も
同
じ
で
、「
長
谷
川
」
と

墨
書
さ
れ
た
木
箱
に
納
め
ら
れ
て
お
り
、
本
史
料
の
ほ
か
に
一
〇
点
の
史
料

が
あ
る
。
な
お
、
も
う
一
店
舗
の
「
新
店
」
は
管
見
の
限
り
確
認
で
き
て
い

な
い
。

　

本
史
料
の
形
態
は
三
冊
と
も
同
様
で
あ
り
、
竪
幅
約
二
七
・
八
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
×
横
幅
約
二
〇
・
七
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
竪
帳
で
あ
る
。
丁
数
は

い
ず
れ
も
六
丁
で
、
表
紙
中
央
に
「
毎
年
両
度
読
聞
覚
」
と
あ
り
、
右
上
に

は
各
店
の
屋
号
が
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
三
冊
と
も
文
言
に
若
干
の
違
い

は
み
ら
れ
る
が
、
江
戸
店
の
奉
公
人
に
対
す
る
訓
戒
が
記
さ
れ
て
お
り
、
内

容
に
大
き
な
差
異
は
確
認
で
き
な
い
。
な
お
、
内
容
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

文
末
に
は
、「
天
保
七
年
丙
申
四
月
」
と
作
成
日
が
あ
り
、
そ
れ
に
続
い
て
、

作
成
者
（
差
出
人
）
の
署
名
と
印
が
連
名
で
確
認
で
き
る
。「
次
郎
吉
」、「
六

郎
次
」、「
武
右
衛
門
」、「
次
郎
兵
衛
」、「
長
谷
川
宗
意
」
は
、
そ
れ
ぞ
れ
長

谷
川
家
と
そ
の
分
家
の
当
主
等
で
あ
る
。「
次
郎
兵
衛
」
は
長
谷
川
家
の
八

代
当
主
元
貞
（
一
七
九
六
―
一
八
五
八
）
で
、「
長
谷
川
宗
意
」
は
元
貞
の

父
に
あ
た
り
、
長
谷
川
家
七
代
当
主
を
務
め
た
元
美
（
一
七
七
四
―
一
八
四

八
）
で
、
当
時
は
、
す
で
に
家
督
を
譲
り
隠
居
の
身
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
。「
次
郎
吉
」
は
、
元
貞
の
子
元
凞
（
一
八
二
〇
―
一
八
七
四
）
の
幼
名
で
、

後
に
同
家
九
代
当
主
と
な
っ
た）

59
（

。「
六
郎
次
」
と
「
武
右
衛
門
」
は
先
述
の

通
り
長
谷
川
家
の
分
家
に
あ
た
り
、
武
右
衛
門
家
は
木
綿
店
亀
屋
、
六
郎
次

家
は
木
綿
店
戎
屋
を
大
伝
馬
町
一
丁
目
に
構
え
た
。
宛
名
に
は
、「
退
役
人
中
、

支
配
人
中
、
店
一
同
中
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
三
者
と
も
江
戸
店
の
奉
公
人

の
職
制
を
指
す
。
退
役
人
↓
支
配
人
↓
店
一
同
（
支
配
人
未
満
の
奉
公
人
）

と
序
列
が
高
い
順
番
に
記
さ
れ
て
い
る）

60
（

。

　

本
史
料
が
作
成
さ
れ
た
経
緯
に
つ
い
て
は
、
左
記
の
通
り
史
料
①
に
の
み
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記
さ
れ
て
い
る
。

寛
政
五
年
癸
丑
三
月
十
一
日
其
元
店
へ
別
紙
を
以
連
名
ニ
申
入
候
書
付

本
店
方
証
文
箱
へ
入
置
、毎
年
二
度
之
寄
合
ニ
退
役
人
、支
配
人
始
末
々

若
者
見
世
中
一
同
不
洩
様
ニ
本
書
取
出
被
読
聞
可
申
旨
申
入
有
之
候
所
、

年
数
も
相
立
依
之
今
度
亦
々
其
節
申
入
候
儀
認
指
遣
候
儀
ニ
候

　

こ
の
記
述
に
よ
れ
ば
、
一
七
九
三
年
（
寛
政
五
）
三
月
十
一
日
に
作
成
さ

れ
た
書
付
を
江
戸
店
の
奉
公
人
一
同
に
対
し
て
、
毎
年
二
度
の
読
み
聞
か
せ

を
行
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
年
数
の
経
過
で
新
た
に
認
め
た
と
あ
る
。
つ
ま
り
、

本
史
料
は
一
七
九
三
年
（
寛
政
五
）
三
月
十
一
日
の
書
付
を
元
に
作
成
さ
れ

た
と
い
え
よ
う
。
但
し
、
こ
の
書
付
が
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
作
成
さ
れ
た
か

に
つ
い
て
は
本
史
料
か
ら
は
判
然
と
せ
ず
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

　

で
は
、
本
史
料
の
内
容
に
つ
い
て
み
て
い
き
た
い
。
先
述
の
通
り
本
史
料

は
、
長
谷
川
家
お
よ
び
分
家
の
当
主
等
が
江
戸
店
の
奉
公
人
に
対
し
て
の
訓

戒
で
あ
る
。

　

ま
ず
、
商
い
を
行
う
う
え
で
の
注
意
や
姿
勢
に
つ
い
て
と
思
わ
れ
る
記
述

が
み
ら
れ
る
。
儒
教
が
説
く
基
本
的
な
三
つ
の
徳
「
智
仁
勇
」
で
あ
っ
て
も

度
が
過
ぎ
る
と
、
人
に
侮
ら
れ
る
こ
と
や
憎
ま
れ
る
こ
と
と
な
り
、
却
っ
て

害
を
及
ぼ
す
と
注
意
喚
起
を
し
て
い
る）

61
（

。
た
だ
、
そ
れ
ら
が
足
り
な
く
て
も

勤
ま
ら
な
い
と
し
て
お
り
、
程
合
と
し
て
、「
信
を
元
ニ
堅
メ
私
意
之
曲
を

不
出
、
天
之
道
ニ
叶
人
間
之
道
ニ
叶
候
様
」
に
日
々
考
え
て
商
い
に
精
を
出

す
よ
う
促
し
て
い
る）

62
（

。

　

次
に
、
和
合
に
つ
い
て
の
記
述
が
み
ら
れ
て
い
る
。『
孟
子
』
の
公
孫
丑

章
句
下
か
ら
「
天
之
時
は
地
之
利
ニ
不
如
地
之
利
も
人
之
和
ニ
不
如
」
を
引

用
し）

63
（

、「
天
」
と
「
地
」
を
主
家
で
あ
る
長
谷
川
家
、「
人
」
を
奉
公
人
に
例

え
て
、「
天
ゟ
も
地
ゟ
も
人
之
和
す
る
が
第
一
之
事
也
」
と
、
奉
公
人
一
同

の
和
合
が
最
も
重
要
で
あ
る
と
記
す
。
江
戸
店
に
総
勢
百
名
前
後
の
奉
公
人

を
擁
す
る
長
谷
川
家
に
と
っ
て
は
、
奉
公
人
一
同
の
和
合
は
重
要
な
課
題
で

あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う）

64
（

。
ま
た
、
和
合
を
強
調
し
て
い
る
点
に
つ
い
て
は
、
和

合
な
ど
の
商
業
道
徳
を
説
い
た
石
門
心
学
の
影
響
が
考
え
ら
れ）

65
（

、
本
史
料
の

作
成
者
の
一
人
で
あ
る
長
谷
川
家
七
代
当
主
元
美
は
石
門
心
学
を
執
心
し
て

い
た）

66
（

。
加
え
て
、
儒
教
的
色
合
い
が
み
ら
れ
る
の
も
、
作
成
者
の
一
人
で
あ

る
同
家
八
代
当
主
元
貞
が
儒
学
者
の
頼
山
陽
、
梅
辻
春
樵
、
牧
野
黙
庵
な
ど

と
親
交
を
持
ち
、
儒
教
的
素
養
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
た
た
め
だ
と
推
測
さ
れ

る）
67
（

。

　

以
上
の
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
最
終
的
に
長
谷
川
家
お
よ
び
分
家
の
当
主
等

は
、
江
戸
店
の
奉
公
人
に
左
記
の
申
し
入
れ
を
行
っ
て
い
る
。

店
之
若
者
和
合
い
た
し
商
内
之
正
道
慈
悲
人
間
之
正
道
を
思
ひ
や
り
思

ひ
め
く
ら
し
、
傍
輩
中
互
ニ
助
け
合
ひ
正
道
ニ
進
ミ
儲
ケ
出
主
家
ニ
指

出
シ
候
得
ば
、
奉
公
之
面
々
店
若
者
皆
々
能
所
帯
ニ
有
付
、
面
々
之
先

祖
は
勿
論
後
々
子
孫
迄
も
商
売
之
見
世
所
帯
相
続
之
基
を
開
き
候
事
ニ

候
間
、
此
趣
意
得
与
書
面
之
読
ミ
味
へ
心
ニ
納
メ
可
申
事
也）

68
（

　

奉
公
人
が
和
合
、
正
道
、
慈
悲
と
い
っ
た
商
い
を
行
う
こ
と
で
、
店
は
儲
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け
を
出
す
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
ま
た
主
家
で
あ
る
長
谷
川
家
に
そ
の
儲
け

を
差
し
出
せ
ば
、
奉
公
人
は
所
帯
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
と
し
て
、
前
述
の

訓
戒
を
徹
底
す
る
こ
と
は
結
果
的
に
奉
公
人
自
身
が
メ
リ
ッ
ト
を
得
ら
れ
る

と
結
論
づ
け
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
奉
公
人
に
対
し
て
訓
戒
を
し
か
と
読
む

よ
う
に
申
し
入
れ
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
本
史
料
に
記
さ
れ
て
い

る
訓
戒
は
全
体
を
通
し
て
道
徳
的
な
内
容
で
占
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か

る
。

　

さ
ら
に
、
こ
の
訓
戒
を
徹
底
す
る
た
め
に
、「
毎
年
二
度
之
寄
合
ニ
は
退

役
人
、
支
配
人
始
末
々
之
若
者
見
世
中
一
同
ニ
不
洩
様
ニ
此
之
本
書
を
出
シ

太（
大
カ
）切
ニ
読
聞
ケ
互
ニ
申
談
和
合
出
情
可
致
候
」
と
、
奉
公
人
一
同
に
対
し
て

前
述
の
内
容
を
毎
年
二
度
読
み
聞
か
せ
る
よ
う
に
指
示
を
し
て
い
る）

69
（

。
こ
う

し
た
奉
公
人
に
読
み
聞
か
せ
た
も
の
で
、
道
徳
的
な
内
容
を
記
し
た
史
料
は
、

第
五
章
で
論
じ
た
よ
う
に
確
認
が
あ
ま
り
で
き
な
い
た
め
稀
有
な
史
料
と
い

え
る
。

　

ま
た
、
史
料
①
に
は
続
け
て
「
本
書
之
文
言
店
永
覚
帳
へ
写
シ
置
可
被
申

候
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
長
谷
川
家
が
本
史
料
を
い
か
に
重
要

視
し
て
い
た
か
が
う
か
が
え
る
。

　

最
後
に
、
本
史
料
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
考
え
て
い
き
た
い
。
本
史
料
を

初
め
て
取
り
あ
げ
た
の
は
北
島
前
掲
書
で
あ
る
。
北
島
の
先
行
研
究
で
は
、

本
史
料
を
店
則
の
一
つ
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
る
。
長
谷
川
家
で
は
「
掟
法

帳
」
と
称
さ
れ
る
店
則
が
一
七
三
七
年
（
元
文
二
）
に
作
成
さ
れ
て
か
ら
、

加
筆
や
修
正
を
繰
り
返
し
て
度
々
改
正
が
行
わ
れ
て
お
り
、
本
史
料
は
天
保

期
に
改
正
さ
れ
た
店
則
だ
と
論
じ
て
い
る）

70
（

。
し
か
し
な
が
ら
、
二
つ
の
点
か

ら
本
史
料
が
「
掟
法
帳
」
と
異
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
ず
、
本
史
料
は
一

七
九
三
年
（
寛
政
五
）
三
月
十
一
日
に
作
成
さ
れ
た
書
付
を
元
に
認
め
ら
れ

た
も
の
で
あ
り
、
そ
も
そ
も
作
成
の
経
緯
が
「
掟
法
帳
」
と
異
な
る
点
で
あ

る
。
二
つ
目
は
内
容
の
違
い
で
あ
る
。「
掟
法
帳
」
が
奉
公
人
の
生
活
規
則

や
商
い
の
服
務
規
則
を
列
記
し
て
い
る
の
に
対
し
て）

71
（

、
本
史
料
は
商
い
を
す

る
う
え
で
の
道
徳
的
な
訓
戒
を
記
し
て
お
り
、
そ
の
内
容
は
双
方
で
大
き
く

異
な
る
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
も
、
本
史
料
を
店
則
と
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
は
再
検

討
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
お
そ
ら
く
長
谷
川
家
は
、
一
七
九
三
年

（
寛
政
五
）
三
月
十
一
日
以
降
、
店
則
を
記
し
た
「
掟
法
帳
」
と
道
徳
的
な

商
い
の
心
構
え
を
記
し
た
本
史
料
を
併
用
し
て
、
江
戸
店
の
奉
公
人
の
管
理

を
行
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
遠
隔
地
に
店
を
構
え
た
長
谷
川
家

が
ど
の
よ
う
に
奉
公
人
を
管
理
し
て
い
た
の
か
を
考
え
る
う
え
で
、
本
史
料

は
重
要
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

第
七
章　

お
わ
り
に

　

幕
末
期
に
お
い
て
伊
勢
商
人
の
な
か
で
も
筆
頭
格
で
あ
っ
た
長
谷
川
家
の

奉
公
人
へ
の
読
み
聞
か
せ
に
関
す
る
本
史
料
に
つ
い
て
、
関
連
す
る
先
行
研

究
等
の
紹
介
と
と
も
に
明
ら
か
に
し
た
。

　

本
史
料
の
特
色
を
簡
潔
に
述
べ
る
と
、
そ
こ
で
紹
介
し
た
奉
公
人
へ
読
み

聞
か
せ
た
店
則
と
は
異
な
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。で
は
寛
政
期（
一

七
八
九
〜
一
八
〇
〇
）
の
長
谷
川
家
に
お
い
て
、
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
道
徳
的
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な
内
容
の
読
み
聞
か
せ
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ

に
つ
い
て
は
次
回
の
課
題
と
す
る
が
、
こ
の
解
明
の
た
め
に
も
前
掲
『
三
重

県
史　

資
料
編
』
と
前
掲
『
松
阪
市
史　

史
料
篇
』
で
翻
刻
紹
介
さ
れ
て
い

る
長
谷
川
家
を
始
め
と
し
た
伊
勢
商
人
の
店
則
の
分
析
も
必
要
と
な
ろ
う
。

す
な
わ
ち
、
伊
勢
商
人
の
店
則
の
解
明
は
各
家
の
江
戸
店
の
経
営
や
そ
の
規

模
を
探
る
た
め
に
大
き
な
材
料
と
な
る
。
そ
し
て
、
本
家
・
分
家
な
ど
商
家

自
体
と
店
則
や
奉
公
人
と
の
関
係
性
を
解
き
明
か
す
た
め
に
は
、
各
家
の
家

訓
や
店
則
自
体
の
改
正
に
つ
い
て
も
検
討
す
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

注
記

（
1
）「
毎
年
両
度
読
聞
覚
」（「
長
谷
川
家
文
書
」
史
料
番
号
三
〇
七-

一
・
二
・
三
）。

（
2
）
長
谷
川
家
は
、
幕
末
期
に
お
い
て
新
政
府
か
ら
会
計
基
立
金
の
各
地
の
ま
と

め
役
と
な
る
御
用
掛
と
し
て
、
津
・
白
子
・
松
坂
に
お
け
る
伊
勢
商
人
の
な
か

で
田
中
・
川
喜
田
・
久
住
・
小
津
家
と
並
ん
で
命
じ
ら
れ
て
い
る
。
末
田
智
樹

（
二
〇
二
三
）「
明
治
新
政
府
の
会
計
基
立
金
募
集
に
よ
る
伊
勢
商
人
の
応
募
額

―
石
水
博
物
館
所
蔵
『
川
喜
田
家
文
書
』
の
分
析
―
」『
中
部
大
学
人
文
学
部

研
究
論
集
』
第
四
九
号
、
同
（
二
〇
二
三
）「
幕
末
維
新
期
御
用
金
調
達
に
関

わ
る
伊
勢
商
人
小
津
清
左
衛
門
家
の
一
齣
」『
中
部
大
学
人
文
学
部
研
究
論
集
』

第
五
〇
号
、
同
（
二
〇
二
四
）「
慶
応
四
年
会
計
基
立
金
布
達
に
お
け
る
伊
勢

商
人
の
応
対
」『
中
部
大
学
人
文
学
部
研
究
論
集
』
第
五
一
号
を
参
照
。

（
3
）
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
末
田
と
扇
野
が
長
谷
川
家
所
蔵
の
史
料
を
調
査
し
た

結
果
の
見
解
で
あ
る
。

（
4
）
本
稿
の
第
二
章
は
、
末
田
智
樹
（
二
〇
二
三
）「
伊
勢
商
人
の
歴
史
文
化
資
源

の
重
要
性
と
活
用
―
豪
商
の
ま
ち
松
阪
の
長
谷
川
治
郎
兵
衛
家
と
小
津
清
左
衛

門
家
の
経
営
遺
産
―
」『
日
本
商
業
施
設
学
会
第
二
一
回
研
究
発
表
論
集
』
の

第
三
章
「
長
谷
川
治
郎
兵
衛
家
の
先
行
研
究
の
整
理
」
を
大
幅
に
加
筆
修
正
し

た
も
の
で
あ
る
。

（
5
）
大
谷
壽
太
郎（
一
九
三
七
）「
江
戸
時
代
に
於
け
る
織
物
問
屋
の
帳
簿（
其
一
）

（
其
二
・
完
）」『
會
計
』
第
四
一
巻
第
五
号
・
第
六
号
、宮
崎
正
吉
（
一
九
四
二
）

「
江
戸
大
伝
馬
町
太
物
問
屋
資
料
に
就
て
」『
一
橋
論
叢
』
第
一
〇
巻
第
二
号
。

（
6
）
北
島
正
元
編
著
（
一
九
六
二
）『
江
戸
商
業
と
伊
勢
店
―
木
綿
問
屋
長
谷
川
家

の
経
営
を
中
心
と
し
て
―
』
吉
川
弘
文
館
。

（
7
）
林
玲
子
（
一
九
七
四
）「
長
谷
川
商
店
」
山
口
和
雄
編
著
『
日
本
産
業
金
融
史

研
究　

織
物
金
融
篇
』
東
京
大
学
出
版
会
。
ま
た
、
江
戸
期
の
長
谷
川
家
の
商

業
経
営
に
つ
い
て
は
、
林
玲
子
（
一
九
六
七
）『
江
戸
問
屋
仲
間
の
研
究
―
幕

藩
体
制
下
の
都
市
商
業
資
本
―
』
御
茶
の
水
書
房
に
お
い
て
北
島
前
掲
書
に
依

拠
し
な
が
ら
ま
と
め
て
い
る
。

（
8
）
河
原
一
夫
（
一
九
七
七
）「
伊
勢
・
長
谷
川
家
の
帳
合
法
」『
江
戸
時
代
の
帳

合
法
』
ぎ
ょ
う
せ
い
。

（
9
）
松
阪
市
史
編
さ
ん
委
員
会
編
（
一
九
八
三
）『
松
阪
市
史　

第
一
二
巻　

史
料

篇　

近
世
（
二
）
経
済
』
勁
草
書
房
、
三
重
県
編
（
一
九
九
八
）『
三
重
県
史　

資
料
編　

近
世
四
（
上
）』
同
県
。

（
10
）
賀
川
隆
行
（
一
九
九
九
）「
江
戸
木
綿
問
屋
長
谷
川
家
の
経
営
の
転
換
」『
三

井
文
庫
論
叢
』
第
三
三
号
。

（
11
）
松
阪
市
教
育
委
員
会
編
（
二
〇
一
三
）『
三
重
県
松
阪
市　

長
谷
川
家
文
書
調

査
報
告
書
Ⅰ
・
Ⅱ
・
Ⅲ
』
松
阪
市
教
育
委
員
会
。

（
12
）
松
阪
市
教
育
委
員
会
編
（
二
〇
一
八
a
）『
三
重
県
松
阪
市　

長
谷
川
家
資
料

調
査
報
告
書
（
三
冊
セ
ッ
ト
）』
松
阪
市
教
育
委
員
会
。

（
13
）
鈴
木
え
り
も
（
二
〇
一
三
）「
木
綿
問
屋
長
谷
川
家
と
廻
船
―
明
治
四
年
真
栄

丸
芳
兵
衛
船
一
件
の
紹
介
―
」
日
本
福
祉
大
学
『
知
多
半
島
の
歴
史
と
現
在
』

vol. 
17
。

（
14
）
賀
川
隆
行
（
二
〇
一
四
）「
成
長
期
の
江
戸
木
綿
問
屋
長
谷
川
家
の
経
営
と
家

屋
敷
」『
三
井
文
庫
論
叢
』
第
四
八
号
。
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（
15
）
鈴
木
敦
子（
二
〇
一
五
）「
木
綿
問
屋
長
井
家
江
戸
来
状
群
に
お
け
る
店
則『
店

掟
之
事
』
―
長
谷
川
家
・
中
井
家
・
杉
本
家
と
の
比
較
を
交
え
て
―
」『
大
阪

大
学
経
済
学
』
第
六
四
巻
第
四
号
。

（
16
）
奈
良
文
化
財
研
究
所
編
（
二
〇
一
四
）『
旧
長
谷
川
家
住
宅
調
査
報
告
書
』
松

阪
市
教
育
委
員
会
、
松
阪
市
文
化
財
セ
ン
タ
ー
編
（
二
〇
一
四
）『
江
戸
店
持

ち
松
阪
商
人　

長
谷
川
家
入
門
』
松
阪
市
文
化
財
セ
ン
タ
ー
。

（
17
）
松
阪
市
教
育
委
員
会
編
（
二
〇
一
八
b
）『
重
要
文
化
財　

旧
長
谷
川
家
住
宅　

保
存
活
用
計
画
』
松
阪
市
教
育
委
員
会
、
同
上
編
（
二
〇
一
八
c
）『
三
重
県

指
定
史
跡
及
び
名
勝　

長
谷
川
氏
旧
宅　

保
存
活
用
計
画
』
松
阪
市
教
育
委
員

会
。

（
18
）
橋
本
寿
哉
（
二
〇
二
〇
a
）「
近
世
日
本
の
商
家
に
お
け
る
会
計
実
務
の
発
達

と
組
織
体
制
―
伊
勢
商
人
・
長
谷
川
治
郎
兵
衛
家
の
会
計
実
務
の
発
達
過
程
の

分
析
を
中
心
に
―
」
大
東
文
化
大
学
『
環
境
創
造
』
第
二
五
号
、
同
（
二
〇
二

〇
b
）「
伊
勢
商
人
・
長
谷
川
治
郎
兵
衛
家
の
帳
合
法
の
発
達
過
程
」『
会
計
史

学
会
年
報
』
第
三
七
号
。

（
19
）
松
阪
歴
史
文
化
舎
編
（
二
〇
二
二
）『
開
館
三
周
年
記
念
図
録　

旧
長
谷
川
治

郎
兵
衛
家
』
松
阪
歴
史
文
化
舎
。

（
20
）
筒
井
紘
一
（
二
〇
一
三
）「
認
得
斎
・
玄
々
斎
と
長
谷
川
家
」
今
日
庵
文
庫
編

『
茶
道
文
化
研
究
』
第
五
輯
、
扇
野
耕
多
（
二
〇
二
二
）「
長
谷
川
次
郎
兵
衛
家

と
裏
千
家
」『
地
方
史
研
究
』
第
七
二
巻
第
四
号
。

（
21
）
嶋
田
謙
次
（
一
九
八
七
）『
伊
勢
商
人
』
伊
勢
商
人
研
究
会
、
後
藤
隆
之
（
一

九
九
〇
）『
伊
勢
商
人
の
世
界
』
黎
明
書
房
、
大
喜
多
甫
文
（
語
り
手
）（
二
〇

〇
五
a
）『
松
坂
商
人
の
す
べ
て
（
一
）
―
江
戸
進
出
期
の
様
相
―
』
伊
勢
の
國
・

松
坂
十
樂
、
同
（
同
）（
二
〇
〇
五
b
）『
松
坂
商
人
の
す
べ
て
（
二
）
―
あ
る

じ
の
苦
悩
と
奉
公
人
の
苦
労
―
』
同
、
同
（
同
）（
二
〇
〇
六
）『
松
坂
商
人
の

す
べ
て
（
三
）
―
時
代
を
彩
っ
た
豪
商
た
ち
―
』
同
、
同
（
二
〇
一
七
）『
伊

勢
商
人
と
江
戸
店
』私
家
版
、三
重
県
編（
二
〇
二
〇
）『
三
重
県
史　

通
史
編
』

同
県
。

（
22
）
宮
本
又
次
編
（
一
九
七
六
）『
豪
商
百
人
』
平
凡
社
、
奈
良
本
辰
也
監
修
（
一

九
七
九
）『
士
農
工
商　

商
人
』
平
凡
社
、
萩
原
裕
雄
（
一
九
九
〇
）『
江
戸
豪

商
一
〇
〇
話
』
立
風
書
房
、
片
倉
比
佐
子
（
一
九
九
一
）「
日
本
橋
の
老
舗
問

屋
街
―
上
方
商
人
に
よ
る
江
戸
店
の
発
展
―
」『
大
江
戸
万
華
鏡
（
江
戸
時
代　

人
づ
く
り
風
土
記
13 

48
東
京
）』
農
山
漁
村
文
化
協
会
。

（
23
）「
旧
長
谷
川
治
郎
兵
衛
家
資
料
公
開
目
録
」
で
は
、「
古
文
書
総
目
録
」「
書
籍

総
目
録
」「
書
画
目
録
」「
生
活
道
具
等
総
目
録
」
を
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

https://m
atsusaka-rekibun.com

/m
okuroku/

を
参
照
。

（
24
）
宮
本
又
次
（
一
九
四
一
）『
近
世
商
人
意
識
の
研
究
―
家
訓
及
店
則
と
日
本
商

人
道
―
』
有
斐
閣
、
七
一
・
七
二
頁
、
一
四
八
〜
一
四
九
・
一
五
四
〜
一
五
八

頁
。

（
25
）「
家
訓
・
店
則
」
の
ほ
か
に
は
、
管
見
の
限
り
で
は
「
家
則
・
店
則
」
や
「
家

憲
・
店
則
」
な
ど
の
論
題
を
確
認
し
て
い
る
。

（
26
）
安
岡
重
明
（
一
九
七
八
）「
商
家
に
お
け
る
家
憲
の
成
立
（
試
論
）
―
住
友
家

法
の
か
く
れ
た
部
分
と
の
関
連
に
お
い
て
―
」
同
志
社
大
学
人
文
科
学
研
究
所

『
社
会
科
学
』
第
二
四
号
、
安
岡
重
明
・
瀬
岡
誠
・
藤
田
貞
一
郎
（
一
九
九
五
）

「
経
営
理
念
の
近
世
的
特
色
」
安
岡
重
明
・
天
野
雅
敏
編
『
日
本
経
営
史
1　

近
世
的
経
営
の
展
開
』
有
斐
閣
、
二
四
五
〜
二
四
九
頁
。

（
27
）
足
立
政
男
（
一
九
七
四
）『
老
舗
の
家
訓
と
家
業
経
営
』
広
池
学
園
出
版
部
、

一
八
一
〜
一
九
三
頁
。
ほ
か
に
足
立
政
男
（
一
九
七
〇
）「
家
業
永
続
の
秘
訣

―
老
舗
の
家
訓
か
ら
―
」
京
都
府
編
『
老
舗
と
家
訓
』
同
府
を
参
照
。

（
28
）
入
江
宏
（
一
九
九
六
）『
近
世
庶
民
家
訓
の
研
究
―
「
家
」
の
経
営
と
教
育
―
』

多
賀
出
版
、
三
〜
六
九
頁
。

（
29
）
前
掲
『
三
重
県
史　

資
料
編
』
一
一
八
〜
一
六
四
頁
。

（
30
）
同
前
、
五
頁
。

（
31
）
同
前
、
一
一
〜
一
三
頁
。

（
32
）
同
前
、
一
一
八
頁
。

（
33
）
同
前
、
一
一
八
頁
。
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（
34
）
注
（
29
）
と
同
じ
。

（
35
）
前
掲
『
松
阪
市
史　

史
料
篇
』
一
五
九
〜
一
六
二
・
一
七
一
〜
一
七
三
・
一

九
五
〜
一
九
八
・
二
四
七
〜
二
四
八
・
二
六
六
〜
二
六
九
・
二
七
九
〜
二
八
〇
・

三
二
八
〜
三
三
〇
・
三
五
八
〜
三
六
一
頁
。

（
36
）
注
（
21
）
参
照
。

（
37
）
嶋
田
前
掲
書
、
一
五
〇
〜
一
五
四
頁
。

（
38
）
後
藤
前
掲
書
、
一
九
一
〜
一
九
六
頁
。

（
39
）
同
前
、
一
九
六
〜
二
〇
一
頁
。
筆
者
に
よ
る
石
水
博
物
館
所
蔵
の
「
川
喜
田

家
文
書
」
の
調
査
で
家
訓
類
が
見
出
さ
れ
て
お
り
、
今
後
は
こ
れ
を
含
め
て
新

た
な
分
析
を
進
め
た
い
。

（
40
）
大
喜
多
前
掲
『
伊
勢
商
人
と
江
戸
店
』
一
三
四
〜
一
四
四
頁
。

（
41
）
宮
本
前
掲
『
近
世
商
人
意
識
の
研
究
』
二
五
五
〜
二
五
八
頁
。

（
42
）
同
前
、
二
五
九
〜
二
七
一
頁
。
ほ
か
に
宮
本
又
次
（
一
九
四
〇
）「
伊
勢
商
人

の
店
則
」『
経
済
史
研
究
』
第
二
四
巻
第
五
号
を
参
照
。

（
43
）
北
島
前
掲
『
江
戸
商
業
と
伊
勢
店
』
五
七
一
〜
六
一
八
頁
。

（
44
）
布
川
清
司
（
一
九
六
三
）「
江
戸
商
家
奉
公
人
の
倫
理
」『
日
本
歴
史
』
第
一

八
六
号
。
ほ
か
に
前
掲
『
三
重
県
史　

資
料
編
』
三
〇
四
〜
三
三
五
頁
を
参
照
。

（
45
）
鈴
木
敦
子（
二
〇
一
八
）「
伊
勢
商
人
長
井
家
江
戸
来
状
群
に
お
け
る
店
則『
店

掟
之
事
』
を
め
ぐ
る
一
考
察
」
渡
辺
浩
一
（
研
究
代
表
者
）『
石
水
博
物
館
所

蔵
長
井
家
文
書
目
録
』、
鈴
木
前
掲
「
木
綿
問
屋
長
井
家
江
戸
来
状
群
に
お
け

る
店
則
『
店
掟
之
事
』。

（
46
）
近
世
経
済
史
料
研
究
会
（
二
○
二
二
）「（
史
料
紹
介
）
貞
享
五
年
・
伊
豆
蔵

五
兵
衛
『
店
法
度
・
作
法
幷
異
見
之
事
』
―
伊
勢
商
人
の
江
戸
店
の
店
則
―
」

『
三
井
文
庫
論
叢
』
第
五
六
号
。
第
四
の
伊
豆
蔵
の
店
則
と
酷
似
し
た
店
則
が

存
在
し
て
い
た
点
に
つ
い
て
は
、
現
金
掛
値
な
し
商
法
で
、
時
代
に
先
駆
け
た

江
戸
の
呉
服
商
が
伊
豆
蔵
で
あ
っ
た
た
め
、
岩
城
桝
屋
や
伊
藤
屋
（
現
・
松
坂

屋
）
は
伊
豆
蔵
の
店
則
を
模
範
と
し
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
仮
説
を
立
て
て

い
る
。
管
見
の
限
り
で
は
前
掲
『
松
阪
市
史　

史
料
篇
』
一
九
五
〜
一
九
八
頁

の
富
山
家
の
「
店
法
度
作
法
并
異
見
事
」
が
伊
豆
蔵
の
店
則
と
表
題
か
ら
酷
似

し
て
お
り
、
多
く
の
条
項
が
重
な
っ
て
い
る
。
両
家
店
則
の
比
較
分
析
は
今
後

の
課
題
と
し
た
い
。

（
47
）
宮
本
前
掲
『
近
世
商
人
意
識
の
研
究
』
一
五
〇
・
一
五
七
頁
。

（
48
）
西
坂
靖
（
二
〇
〇
六
）『
三
井
越
後
屋
奉
公
人
の
研
究
』
東
京
大
学
出
版
会
、

三
一
一
〜
三
一
五
頁
。
ほ
か
に
財
団
法
人
三
井
文
庫
編
（
一
九
七
三
）『
三
井

事
業
史　

資
料
篇
一
』
同
文
庫
、
七
八
〇
頁
を
参
照
。

（
49
）
油
井
宏
子
（
二
〇
〇
七
）『
江
戸
奉
公
人
の
心
得
帖
―
呉
服
商
白
木
屋
の
日
常

―
』
新
潮
社
、
一
三
七
〜
一
三
九
頁
。

（
50
）
上
村
雅
洋
（
二
〇
一
二
a
）「
近
江
商
人
西
川
利
右
衛
門
池
の
店
則
」
和
歌
山

大
学
『
経
済
理
論
』
第
三
七
〇
号
。
店
則
の
読
み
聞
か
せ
に
つ
い
て
上
村
に
よ

る
も
の
と
し
て
は
、
近
江
八
幡
市
史
編
集
委
員
会
編
（
二
〇
一
二
b
）『
近
江

八
幡
の
歴
史　

第
五
巻　

商
人
と
商
い
』
近
江
八
幡
市
の
「
第
五
章　

商
人
を

育
む
」
も
非
常
に
参
考
に
な
る
。

（
51
）
前
掲
『
三
重
県
史　

資
料
編
』
一
二
二
・
一
四
二
頁
。

（
52
）
同
前
、
一
四
六
・
一
五
一
〜
一
五
二
頁
。

（
53
）
同
前
、
一
六
一
頁
。

（
54
）
前
掲
『
松
阪
市
史　

史
料
篇
』
五
四
〇
頁
。
ほ
か
に
一
般
財
団
法
人
日
本
経

営
史
研
究
所
編
（
二
〇
一
五
）『
国
分
三
百
年
史
』
国
分
株
式
会
社
、
五
二
頁

を
参
照
。

（
55
）
前
掲
『
松
阪
市
史　

史
料
篇
』
一
九
五
・
二
六
九
頁
。

（
56
）
同
前
、
三
三
〇
頁
。

（
57
）
近
世
経
済
史
料
研
究
会
前
掲
論
文
、
三
一
四
・
三
三
三
頁
。

（
58
）
こ
こ
で
は
主
に
、
北
島
前
掲
『
江
戸
商
業
と
伊
勢
店
』、
松
阪
市
教
育
委
員
会

編
（
二
〇
一
三
）『
三
重
県
松
阪
市　

長
谷
川
家
文
書
調
査
報
告
書
Ⅰ
』
松
阪

市
教
育
委
員
会
、
前
掲
『
三
重
県
史　

資
料
編
』
を
参
考
に
し
た
。

（
59
）
前
掲
『
三
重
県
松
阪
市　

長
谷
川
家
文
書
調
査
報
告
書
Ⅰ
』
一
二
頁
。

（
60
）
北
島
前
掲
『
江
戸
商
業
と
伊
勢
店
』
五
七
九
〜
五
八
〇
頁
。
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（
61
）
吉
田
賢
抗
（
一
九
七
〇
）『
新
釈
漢
文
大
系
１　

論
語
』
明
治
書
院
、
赤
塚
忠

（
一
九
七
〇
）『
新
釈
漢
文
大
系
２　

大
学
中
庸
』
明
治
書
院
。

（
62
）
引
用
箇
所
は
、
史
料
①
②
③
に
差
異
は
な
い
。

（
63
）
内
野
熊
一
郎
（
一
九
七
〇
）『
新
釈
漢
文
大
系
４　

孟
子
』
明
治
書
院
。
引
用

箇
所
は
、
史
料
①
②
③
に
差
異
は
な
い
。

（
64
）
北
島
前
掲
『
江
戸
商
業
と
伊
勢
店
』
五
七
一
〜
五
七
四
頁
、
五
七
九
〜
五
八

一
頁
。

（
65
）
竹
中
靖
一
（
一
九
七
二
）『
石
門
心
学
の
経
済
思
想　

増
補
版
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ

書
房
、柴
田
実
（
一
九
七
一
）『
日
本
思
想
史
体
系
42　

石
門
心
学
』
岩
波
書
店
。

（
66
）
前
掲
『
三
重
県
松
阪
市　

長
谷
川
家
文
書
調
査
報
告
書
Ⅰ
』
一
二
頁
。

（
67
）
同
前
、
一
二
頁
。

（
68
）
史
料
①
を
引
用
し
た
。
な
お
、
史
料
②
③
で
は
「
思
ひ
め
く
ら
し
」
が
「
お

も
ひ
め
く
ら
し
」、「
能
」
が
「
能
き
」
と
あ
る
。

（
69
）
史
料
①
を
引
用
し
た
。
な
お
、史
料
②
③
で
は
「
毎
年
二
度
ツ
ヽ
退
役
之
衆
中
、

支
配
人
始
末
々
若
者
見
世
中
一
同
ニ
不
洩
様
ニ
此
本
書
を
取
出
シ
太
（
大
カ
）切
ニ
読
聞

ケ
互
ニ
申
談
出
情
相
勤
可
被
申
候
」
と
あ
る
。

（
70
）
北
島
前
掲
『
江
戸
商
業
と
伊
勢
店
』
六
一
四
〜
六
一
八
頁
。
北
島
に
よ
れ
ば
、

長
谷
川
家
の
「
掟
法
帳
」
は
一
七
三
七
年
（
元
文
二
）
を
最
古
と
し
て
、
一
七

六
九
年
（
明
和
六
）、
一
七
七
三
年
（
安
永
二
）（
但
し
安
永
三
年
の
誤
り
か
）、

一
七
八
三
年
（
天
明
三
）、
一
七
九
二
年
（
寛
政
四
）、
一
七
九
九
年
（
寛
政
一

一
）、
一
八
三
二
年
（
天
保
三
）、
一
八
三
六
年
（
天
保
七
）、
一
八
四
二
年
（
天

保
一
三
）、
一
八
五
七
年
（
安
政
四
）、
一
八
六
三
年
（
文
久
三
）、
一
八
六
七

年
（
慶
応
三
）、
一
八
七
二
年
（
明
治
五
）
な
ど
に
改
正
さ
れ
た
と
あ
る
。
前

掲
『
三
重
県
史　

資
料
編
』
に
よ
れ
ば
一
七
三
七
年
（
元
文
二
）
は
確
認
で
き

ず
、
ほ
か
に
、
一
七
八
二
年
（
天
明
二
）、
一
八
一
一
年
（
文
化
八
）、
一
八
一

四
年
（
文
化
一
一
）、
一
八
三
五
年
（
天
保
六
）、
一
八
五
二
年
（
嘉
永
五
）
の

「
改
正
掟
法
」
が
確
認
で
き
た
と
あ
る
。

（
71
）
前
掲『
三
重
県
史　

資
料
編
』一
二
五
〜
一
三
二
頁
。
一
七
八
三
年（
天
明
三
）

の
「
掟
法
帳
」
は
左
記
の
通
り
。
な
お
、翻
刻
は
前
掲
『
三
重
県
史　

資
料
編
』

よ
り
引
用
し
た
。

一 

、
御
公
儀
様
御
法
度
之
儀
者
不
及
申
御
触
事
堅
相
守
、
惣
而
御
公
辺
ニ
相
拘

り
侯
儀
大
切
ニ
可
仕
候
事

一 

、
御
成
還
御
之
節
本
店
始
店
々
支
配
人
他
行
不
致
、
火
之
元
其
外
諸
事
入
念

不
調
法
無
之
様
相
互
ニ
気
を
付
、
御
通
行
之
節
大
切
ニ
相
慎
、
尤
台
所
江
引

籠
扣
居
候
者
之
内
、
上
役
之
者
気
を
付
物
静
ニ
可
仕
候
事

一 

、
御
大
名
様
方
不
絶
御
通
路
被
遊
候
へ
ハ
、
常
々
店
前
江
荷
物
張
出
し
不
申

候
様
気
を
付
可
申
事

　
　

 

但
し
常
々
車
江
荷
物
積
立
候
ハ
ヽ
、
縄
張
懸
ケ
往
来
之
怪
我
無
之
様
心
懸

ケ
、如
何
様
之
儀
被
申
懸
候
共
雑
言
過
言
不
申
、惣
而
不
作
法
無
之
様
常
々

気
を
付
大
切
ニ
可
致
候
、
右
之
趣
下
々
男
共
へ
も
急
度
心
得
可
申
付
事

一 

、
忠
孝
之
二
字
を
常
々
心
ニ
不
絶
、
検
約
を
守
家
業
を
大
切
ニ
情
出
シ
、
身

之
奢
を
省
キ
上
下
之
列
を
糺
シ
、
人
之
悪
事
を
不
語
身
之
高
慢
を
慎
ミ
堪
忍

第
一
ニ
而
、
傍
輩
之
間
ハ
水
魚
の
如
し
与
申
候
古
言
を
不
忘
、
昼
夜
之
勤
仮

初
ニ
も
怠
り
な
く
相
互
ニ
睦
鋪
申
合
相
励
出
情
致
し
、
店
風
儀
不
乱
様
急
度

守
可
申
事

一
、
木
綿
繰
綿
商
売
之
儀
昼
夜
駈
引
出
情
励
候
事

　
　

 

但
し
余
商
売
思
入
買
別
而
米
油
と
た
ん
之
儀
、
安
永
巳
年
申
遣
し
候
通
法

度
之
儀
弥
相
守
可
申
、
同
七
戌
年
申
遣
し
候
繰
綿
駈
合
商
内
之
儀
是
ま
た

法
度
守
可
申
、
惣
而
延
商
内
之
儀
ハ
勿
論
之
事
、
余
商
売
江
気
移
候
◦儀

決

而
不
成
候

一 

、
一
家
店
ハ
不
及
申
相
店
向
店
仲
間
一
統
睦
敷
い
た
し
、
仲
間
之
作
法
披（
破
カ
）り

申
間
敷
候
事

　
　

 

附
り
、
店
々
支
配
人
ハ
不
及
申
下
々
之
者
迄
、
つ
ね
〳
〵
高
慢
候
儀
無
之

様
相
嗜
可
申
候

一 
、
店
々
支
配
人
身
持
第
一
ニ
慎
、
売
買
駈
引
之
儀
ハ
勿
論
之
事
、
箇
条
之
趣

熟
得
致
日
用
万
事
ニ
気
を
付
可
申
事
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一 

、
退
役
之
者
常
々
昼
夜
共
惣
店
々
を
打
廻
り
万
事
気
を
付
合
、
支
配
人
他
行

之
節
ハ
猶
更
気
を
付
可
申
候
事

一 

、
支
配
人
他
出
致
候
節
ハ
退
役
之
者
江
断
、
支
配
次
之
者
急
度
諸
事
取
扱
気

を
付
可
申
事

一 
、
毎
月
店
々
ニ
而
精
進
日
待
夜
ゟ
堅
相
慎
、
当
日
退
役
支
配
人
之
内
仏
参
可

致
候
事

一 

、
支
配
人
ゟ
末
々
ニ
至
迄
着
用
花
美
成
儀
堅
致
間
敷
候
、
紗
綾
縮
緬
羽
二
重

郡
内
越
後
縮
絽
其
外
薄
羽
織
七
子
琥
珀
带带
停
止
之
事

　
　

 

但
し
支
配
人
ハ
縮
緬
単
羽
織
紹
羽
お
り
薄
羽
お
り
縮
帷
子
七
子
琥
珀
帯
郡

内
紋
付
之
小
袖
麻
上
下
、
右
之
品
拵
用
意
可
致
事

一
、
支
配
脇
之
者
縮
緬
单单
羽
織
拵
用
意
可
致
事

一
、
三
番
ゟ
已
下
初
登
り
致
候
者
迄
ハ
、
絹
袖
之
外
宜
敷
衣
服
所
持
不
致
筈

一 

、
支
配
人
支
配
脇
三
番
ゟ
末
々
ニ
至
迄
、
用
意
之
衣
服
常
々
私
用
ニ
着
用

決
而
不
成
候

一 

、
常
服
之
儀
支
配
人
支
配
脇
ハ
栈栈
留
嶋
、
三
番
ゟ
已
下
ハ
伊
勢
嶋
着
用
ニ
可

致
、
帷
子
之
節
ハ
支
配
人
支
配
脇
奈
良
晒
嶋
、
三
番
ゟ
末
ハ
麁
相
成
ル
奈
良

鳴
、
末
々
ハ
越
前
嶋
之
類
ニ
可
致
事

一 

、
革
緒
之
下
駄
木
履
雪
踏
別
营营
笠
別
傘
之
儀
者
、
支
配
人
用
意
致
常
々
遣
可

申
事

　
　

 

但
し
支
配
脇
ゟ
已
下
銘
々
下
駄
足
駄
革
緒
無
様
ニ
候
、
支
配
脇
雪
踏
共
、

已
下
ハ
草
履
ニ
可
致
候
、
番
か
ら
か
さ
菅
か
さ
一
統
遣
ひ
可
申
候

一 

、
店
々
支
配
脇
之
者
商
内
駈
引
第
一
ニ
致
、
店
中
之
者
不
埒
無
之
様
常
々
気

を
付
可
申
事

一 

、
店
々
之
内
内
湯
風
呂
之
処
ハ
火
之
用
心
入
念
、
御
成
之
節
ハ
銭
湯
休
之
通

内
風
呂
ニ
而
も
休
ミ
、
風
立
候
節
ハ
猶
更
火
之
用
心
気
を
付
可
申
候

一 

、
店
々
之
内
外
風
呂
之
店
ハ
、
入
湯
之
外
私
用
ニ
罷
出
候
事
堅
相
成
不
申
候

事
一 

、
惣
店
々
若
者
若
無
拠
私
用
在
之
罷
出
候
ハ
ヽ
、
其
先
〳
〵
を
断
罷
出
可
申
、

夜
ニ
入
候
ハ
ヽ
如
何
様
之
用
事
在
之
候
共
、
四
ツ
時
限
急
度
帰
り
可
申
候

　
　

 

但
し
五
節
句
休
日
罷
出
候
ハ
ヽ
、先
キ
〳
〵
ニ
而
無
礼
無
之
様
相
慎
ミ
可
申
、

尤
暮
合
限
帰
り
可
申
、
相
背
候
者
在
之
候
ハ
ヽ
急
度
吟
味
可
致
候

一 

、
五
節
句
休
日
之
節
た
り
と
も
、
本
店
始
店
々
ニ
而
弐
人
宛
ハ
店
ニ
残
り
急

度
相
詰
可
申
事

一
、
店
々
之
者
見
世
用
事
仕
廻
手
透
候
共
、
台
所
江
引
籠
申
間
敷
候
事

一 

、常
々
見
せ
先
キ
前
店
ニ
而
不
行
儀
無
之
様
ニ
致
シ
、見
世
透
ニ
相
成
候
ハ
ヽ

行
儀
能
相
詰
、
せ
り
物
ハ
不
及
申
、
商
内
之
儀
互
ニ
無
油
断
心
懸
出
情
可
致

候
事

　
　

 

但
し
店
ニ
而
つ
ね
〳
〵
本
之
類
惣
而
無
益
之
品
を
手
ニ
ふ
れ
慰
候
事
堅
不

相
成
候

一 

、
仲
間
参
会
之
砌
不
参
不
致
支
配
人
自
身
罷
出
可
申
候
、
尤
相
談
不
相
済
内

他
出
致
申
間
敷
候
事

一 

、
支
配
脇
之
者
売
場
所
江
参
候
儀
商
内
駈
引
在
之
事
ニ
候
、
尤
夜
ニ
入
四
ツ

時
限
早
速
帰
り
可
申
候
事
、
支
配
脇
之
外
参
候
儀
相
成
不
申
候

　

 

但
し
三
番
ゟ
已
下
之
者
商
内
用
事
在
之
候
ハ
ヽ
、
売
場
之
衆
呼
ニ
遣
し
而
用

向
キ
相
達
し
可
申
候

一 

、
売
場
祝
儀
商
内
之
節
、
売
場
ニ
而
用
事
相
済
不
申
内
他
出
致
申
間
敷
候
、

勿
論
用
事
相
片
付
候
ハ
ヽ
早
々
帰
宅
可
致
事

一 

、
召
遣
ひ
之
男
共
身
分
不
相
応
之
品
有
之
候
ハ
ヽ
急
度
吟
味
可
致
、
下
駄
足

駄
雪
踏
革
緒
之
品
不
成
候
、
木
綿
緒
之
草
履
是
又
不
成
候

一 

、
洗
濯
屋
其
外
中
宿
へ
衣
類
持
出
し
お
き
、
他
行
い
た
し
候
儀
法
度
侯
之
事
、

若
右
之
類
在
之
外
ゟ
相
知
れ
候
ハ
ヽ
、
当
人
ハ
不
及
申
中
宿
其
外
見
遁
し
置

候
者
も
急
度
取
計
可
致
候

一 

、
夜
深
成
内
参
詣
所
其
外
何
か
た
へ
も
出
候
儀
堅
無
用
、
開
帳
朝
参
等
い
た

し
候
ハ
ヽ
明
六
ツ
時
ゟ
罷
出
、
見
せ
開
き
不
申
内
下
向
い
た
し
、
前
夜
参
詣

処
断
置
可
申
事

一
、
店
々
之
者
寄
合
茶
屋
肴
屋
蕎
麦
屋
杯
催
し
無
用
之
事
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但
し
右
聊
之
酒
興
ゟ
増
長
致
し
悪
事
ニ
及
候
間
、
小
茶
屋
江
寄
り
合
候
儀

店
々
末
々
ニ
至
迄
急
度
吟
味
致
し
、
法
度
守
可
申
候

一
、
諸
勝
負
堅
無
用
之
事
、
仮
令
正
月
ニ
而
も
堅
法
度
ニ
候

一
、
店
々
若
者
手
習
可
致
候
、
其
外
稽
古
事
堅
無
用
ニ
候

一
、
病
気
之
節
ハ
店
々
傍
輩
中
互
ニ
気
を
付
介
抱
可
致
事

一
、
奉
公
人
抱
候
節
早
速
請
状
為
致
候
事

一 

、
国
々
問
屋
之
儀
旧
来
懇
意
之
衆
中
ハ
不
相
替
懇
意
ニ
致
し
、
代
呂
物
善
悪

無
遠
慮
可
申
遣
事
、
新
規
問
屋
拵
江
申
間
鋪
、
若
無
拠
仕
入
い
た
し
候
ハ
ヽ

支
配
人
相
談
之
上
取
計
可
申
候
事

一
、
青
屋
紺
屋
染
地
相
重
り
不
申
候
様
常
々
改
可
申
事

一 

、
本
店
始
店
々
之
得
意
衆
を
互
ニ
引
入
商
内
致
し
候
儀
、
店
々
相
互
ニ
い
た

し
申
間
敷
候
事

一 

、
売
子
衆
分
限
相
応
を
相
考
商
内
致
可
申
、
尤
通
帳
金
高
例
格
不
相
応
ニ
相

成
不
申
候
様
常
々
駈
引
い
た
し
可
申
、
宜
敷
得
意
衆
た
り
と
も
取
替
金
致
遣

し
候
衆
中
江
代
呂
物
勧
め
候
事
堅
致
申
間
鋪
、
懸
方
之
儀
支
配
人
ハ
不
及
申

弐
番
三
番
之
者
随
分
気
を
付
、
金
高
不
相
応
之
儀
在
之
候
ハ
ヽ
相
改
急
度
申

談
、
通
帳
常
々
金
高
顕
し
、
物
前
ハ
別
而
之
儀
、
平
日
迚
も
溜
置
不
申
無
油

断
催
促
可
致
、
并
ニ
買
出
し
ニ
被
参
候
節
金
子
持
参
有
之
様
挨
拶
い
た
し
可

申
、
通
帳
金
銀
受
取
高
常
々
支
配
脇
帳
合
吟
味
可
致
候
事

一 

、
銘
々
引
請
之
商
内
致
遣
し
候
ハ
ヽ
、
通
帳
し
ら
へ
者
手
を
替
へ
其
外
之
者

致
可
申
候
事

一 

、
新
懸
ケ
商
内
致
申
間
敷
候
、
尤
慥
成
引
請
人
在
之
候
ハ
ヽ
相
談
ニ
も
及
可

申
、
勿
論
金
高
限
常
々
金
廻
シ
仕
切
勘
定
も
相
違
不
致
候
様
相
究
、
引
請
人

印
形
取
置
可
申
、
金
高
之
懸
売
慥
成
請
人
在
之
候
共
堅
致
申
間
鋪
候
事

一
、
売
子
衆
買
出
し
中
絶
之
仁
在
之
候
ハ
ヽ
、
気
を
附
挨
拶
ニ
遣
し
可
申
事

一
、
売
子
衆
へ
越
商
内
一
切
致
申
間
敷
候
事

一
、
売
子
衆
新
ニ
宿
致
申
間
敷
候
、
尤
先
規
よ
り
留
来
候
仁
ハ
格
別
之
事

一 

、
売
子
衆
何
方
へ
も
連
行
候
儀
致
申
間
敷
候
、
若
無
拠
儀
在
之
候
ハ
ヽ
、
支

配
人
其
次
へ
相
断
可
申
、
尤
花
麗
成
事
堅
致
申
間
敷
侯
事

一
、
通
帳
出
し
不
申
売
子
衆
江
少
々
之
羽
銀
ニ
而
も
取
替
申
間
敷
事

一 

、
月
々
懸
方
引
請
之
者
無
滞
相
廻
り
、
金
子
取
立
之
儀
ハ
不
及
申
先
キ
〳
〵

様
子
相
考
可
申
、
得
意
先
キ
ニ
而
格
別
之
懇
意
を
不
致
酒
を
慎
ミ
、
其
外
不

調
法
無
之
様
気
を
付
、
懸
ケ
先
キ
引
請
場
所
之
外
道
寄
堅
致
申
間
鋪
、
廻
り

場
不
相
応
ニ
帰
り
遅
成
候
ハ
ヽ
急
度
吟
味
致
シ
可
申
、
其
外
得
意
先
ニ
而
金

銀
借
用
致
候
事
一
切
相
成
不
申
、
若
右
体
之
者
在
之
候
ハ
ヽ
、
吟
味
之
上
暇

遣
し
可
申
、
尤
得
意
衆
江
も
右
之
趣
相
断
置
可
申
事

一 

、
売
子
衆
ゟ
金
銀
請
取
候
ハ
ヽ
其
上
役
之
者
へ
相
渡
シ
可
申
、
都
而
金
銀
出

し
入
支
配
人
之
外
堅
無
用
之
事
、
若
支
配
人
他
出
之
節
ハ
其
次
之
者
致
可
申

候
事

一 

、
無
拠
懇
意
之
者
ニ
而
も
金
銀
取
替
堅
致
申
間
敷
、
別
而
自
分
縁
在
之
者
へ

ハ
鳥
目
た
り
と
も
取
替
無
用
之
事

一 

、
店
々
ニ
而
売
子
衆
江
挨
拶
叮
嚀
ニ
い
た
し
、
別
而
引
請
之
得
意
衆
ハ
若
者

ゟ
麁
末
之
取
扱
不
致
様
常
々
心
得
可
申
事

一
、
店
々
木
綿
出
入
折
々
吟
味
可
致
事

一
、
入
船
荷
物
出
荷
物
之
節
見
せ
先
而
煙
草
堅
無
用
之
事

一 

、
大
地
震
杯
在
之
節
ハ
其
後
蔵
々
戸
前
ぐ
わ
ひ
等
改
可
申
事
但
し
地
震
之
節

惣
而
火
之
用
心
気
を
付
可
申
候

一
、
毎
日
蔵
々
〆
り
方
気
を
付
、
戸
前
口
窓
其
外
用
心
無
油
断
改
可
申
事

　
　

但
し
蔵
々
用
心
土
穴
蔵
砂
ふ
た
折
々
改
、
砂
等
改
置
キ
可
申
候
事

一
、
店
々
火
之
用
心
昼
夜
気
を
附
可
申
事

一 

、
抱
日
雇
之
者
并
出
入
之
者
火
事
之
節
駈
付
働
仕
様
之
事
、
委
細
ニ
言
付
置

可
申
候
事

一 

、
近
火
之
節
蔵
々
穴
蔵
第
一
ニ
仕
廻
、
見
世
代
呂
物
其
外
諸
道
具
ハ
其
上

ニ
而
駈
引
可
致
事

一
、
急
火
ニ
而
も
仏
神
相
片
付
可
申
事

一
、
諸
帳
面
并
ニ
蔵
々
鍵
持
出
し
之
事
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一 

、
出
火
之
節
蔵
々
戸
前
口
其
外
窓
随
分
入
念
、
及
大
火
ニ
目

致
候
ハ
ヽ
支

配
人
相
改
可
申
、
穴
蔵
砂
蓋
右
同
断
之
事

一 

、
火
事
之
節
奥
蔵
々
内
蔵
穴
蔵
仕
廻
様
之
儀
つ
ね
〳
〵
申
聞
、
何
れ
も
心
得

可
置
事

一 
、
出
火
之
節
他
之
諸
道
具
其
外
何
ニ
不
限
預
り
申
間
敷
、
若
無
拠
候
ハ
ヽ
支

配
人
江
相
断
可
申
候
事

一 

、
出
火
之
節
若
病
人
在
之
候
ハ
ヽ
、
風
並
を
考
早
々
懇
意
之
方
へ
連
行
、
頼

置
可
申
候
事

一 

、
出
火
見
廻
先
ニ
而
危
き
働
キ
無
用
ニ
可
致
、
若
見
廻
ニ
行
候
跡
江
店
隣
町

出
火
出
来
候
ハ
ヽ
、
其
儘
ニ
取
て
返
し
候
儀
常
々
心
懸
ケ
居
可
申
候
事

一 

、
大
火
ニ
お
よ
ひ
立
退
候
節
、
子
共
へ
能
々
申
聞
怪
我
不
致
候
様
、
其
外
気

を
付
可
申
侯
事

一 

、
大
火
ニ
お
よ
ひ
危
く
相
成
候
ハ
ヽ
、
大
小
之
は
し
こ
り
う
こ
し
釣
部
手
桶

鍬
鳶
口
水
籠
都
合
七
品
取
揃
、
退
キ
場
所
申
合
風
並
ミ
能
方
へ
持
出
シ
、
一

両
人
番
を
付
置
立
帰
り
相
働
キ
可
申
、
火
先
キ
見
合
怪
我
不
致
候
様
互
ニ
気

を
付
、
不
叶
節
ハ
申
合
候
場
所
江
退
キ
一
所
ニ
集
り
、
人
別
相
改
支
度
い
た

し
、
火
鎮
り
次
第
早
速
右
之
道
具
を
持
駈
ケ
付
、
蔵
々
四
方
穴
蔵
之
上
火
を

除
ケ
水
働
キ
出
情
い
た
し
、
蔵
々
穴
蔵
之
様
子
相
考
可
申
事

一
、
出
火
入
用
之
諸
道
具
常
々
改
置
可
申
候
事

一 

、
店
々
日
々
時
貸
し
借
り
之
金
、
夜
々
出
入
勘
定
之
節
相
改
、
貸
し
借
り
共

延
引
之
儀
ハ
早
速
吟
味
可
致
事

一 

、
枡
屋
源
四
郎
殿
ゟ
金
銀
取
寄
候
節
、
支
配
人
支
配
脇
両
判
之
書
付
を
付以

取

寄
可
申
候
、
尤
先
方
へ
も
断
置
此
定
違
江
申
間
敷
候
、
店
々
何
れ
も
右
作
法

急
度
相
守
可
申
事

一 

、
店
々
ゟ
是
迄
取
引
不
致
所
江
金
銀
貸
候
儀
決
而
無
用
ニ
候
、
質
物
預
り
候

迚
も
退
役
支
配
人
別
家
中
へ
も
得
与
相
談
可
致
事

　
　

但
し
支
配
人
ハ
勿
論
、
其
外
自
分
縁
在
之
候
処
へ
金
銀
貸
し
申
間
敷
候

一 

、
店
々
金
銀
貸
し
借
り
多
少
ニ
不
限
、
直
キ
ニ
本
手
形
ニ
而
取
遣
り
第
一
大

（
塗
カ
）

〻

切
ニ
可
致
事
、
仮
令
一
日
二
日
之
時
貸
ニ
而
も
本
手
形
ニ
致
し
、
支
配
人
并

ニ
支
配
脇
之
者
加
判
可
致
事
、
末
家
中
江
取
替
候
金
子
も
本
手
形
ニ
而
取
遣

り
入
念
可
申
候

一 

、
末
家
中
江
時
貸
之
儀
、
金
高
百
両
迄
ハ
其
表
ニ
而
取
計
入
念
貸
遣
し
、
両

度
勘
定
之
節
ハ
返
納
在
之
様
取
計
可
申
候
、
百
両
ゟ
金
高
ニ
相
成
候
歟
、
両

度
勘
定
之
節
返
納
延
引
い
た
し
候
ハ
ヽ
、
早
速
勢
州
江
可
申
越
候
、
様
子
聞

糺
シ
弁
シ
候
筋
ハ
可
申
遺
候
事

一 

、
惣
而
聊
之
事
用
捨
致
置
侯
而
ハ
後
日
双
方
心
遣
之
儀
ニ
成
、
不
所
存
者
ハ

勿
論
、
親
請
人
ハ
不
及
申
一
家
縁
類
迄
難
渋
、
其
所
之
役
人
之
沙
汰
ニ
お
よ

ひ
騒
動
ニ
相
成
候
間
、
此
処
常
々
一
統
熟
得
致
し
実
体
ニ
出
情
可
致
事

　
　

 

但
し
不
所
存
者
脇
ゟ
相
知
れ
候
ハ
ヽ
急
度
取
計
ニ
可
及
、
互
ニ
無
遠
慮
異

見
可
致
候

一 

、
店
々
一
統
為
取
替
証
文
い
た
し
出
情
之
儀
、
勢
州
ニ
而
も
満
足
ニ
候
、
必

畢
取
為
替
証
文
之
趣
意
ハ
、
上
ゟ
下
を
示
し
候
ハ
順
道
之
儀
、
下
役
勤
居
候

者
ゟ
上
役
勤
候
者
不
所
存
於
有
之
者
異
見
を
加
江
可
申
、
其
上
不
相
用
時
ハ

支
配
人
へ
相
達
し
可
申
、
若
支
配
役
之
者
右
体
ニ
候
ハ
ヽ
本
店
へ
露
顕
ニ
お

よ
ひ
可
申
、
惣
而
店
中
互
ニ
気
を
付
合
、
仮
令
本
店
支
配
人
ニ
而
も
如
何
体

ニ
在
之
候
ハ
ヽ
、
評
儀
之
上
勢
州
江
可
申
越
事

一 

、
店
々
勘
定
之
節
下
目
録
諸
帳
面
徵
細
ニ
双
方
入
違
江
改
合
、
相
違
無
之
旨

互
ニ
印
形
い
た
し
、
取
揃
為
登
可
申
事
、
亀
屋
戎
屋
向
店
隣
店
も
双
方
入
違

無
相
違
旨
印
形
取
揃
為
登
可
申
事

　
　

 

但
し
両
度
勘
定
之
節
、
先
年
ハ
店
々
品
ニ
寄
貸
シ
金
并
ニ
越
売
等
を
残
、

代
呂
物
ニ
又
ハ
有
金
等
ニ
見
取
繕
ひ
帳
合
い
た
し
為
登
候
儀
も
在
之
候
、

右
ハ
先
年
ゟ
申
遣
候
通
り
右
体
之
帳
合
堅
無
用
ニ
候
、
此
度
相
改
候
ニ

付
而
ハ
已
来
有
り
体
勘
定
ニ
仕
立
、
目
録
丈
夫
ニ
跡
々
能
様
ニ
可
致
筈
、

右
之
趣
店
々
支
配
人
中
常
々
心
得
可
申
事

一 
、
前
々
よ
り
申
遺
候
通
、
綿
油
米
薬
種
惣
而
空
商
内
先
規
ゟ
法
度
ニ
候
事
、

已
後
堅
法
度
守
可
申
候
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附
り
、
右
空
商
内
ハ
博
奕
同
前
之
儀
、
正
道
之
商
人
与
ハ
気
肌
甚
相
違
之

事
、
隣
町
右
商
売
筋
江
店
々
ゟ
木
綿
繰
綿
正
道
商
内
用
之
外
ニ
ハ
、
支
配

人
ゟ
若
者
ニ
至
迄
附
合
候
事
急
度
不
罷
成
侯

一 
、
両
店
作
配
被
致
候
所
之
地
面
長
屋
貸
店
之
儀
、
両
店
退
役
之
者
折
々
双　

方
無
差
別
打
廻
り
、
明
キ
店
等
在
之
候
ハ
ヽ
貸
シ
付
候
様
折
々
家
守
へ
申
付
、

地
面
奇
麗
ニ
掃
除
等
い
た
し
候
様
可
申
付
候
事

一 

、
家
守
ゟ
店
賃
勘
定
不
納
之
節
ハ
両
店
差
配
之
方
ゟ
弁
江
、
勢
州
江
先
勘
定

ハ
立
可
被
申
候
、
其
節
弁
之
多
少
ニ
寄
早
速
被
申
越
候
事
、
又
者
不
被
申
越

事
在
之
候
、
已
後
ハ
金
子
多
少
ニ
不
限
不
納
之
節
ハ
先
店
弁
江
取
替
、
早
速

其
由
勢
州
江
可
申
越
事
、
店
ゟ
之
弁
金
不
相
済
候
ハ
ヽ
、
其
節
又
勢
州
へ
窺

可
被
越
候
、
聞
糺
シ
分
ケ
立
可
申
候
事

一 

、
所
々
地
面
家
守
請
状
之
儀
先
年
ゟ
致
来
之
形
在
之
候
へ
共
、
猶
文
言
入
念

請
人
之
身
柄
迄
聞
糺
し
入
念
可
申
事

　

 

右
箇
条
之
趣
此
度
改
正
致
侯
ニ
付
申
入
候
、
前
条
之
儀
惣
店
中
一
統
常
々
心

ニ
不
絶
急
度
相
守
可
申
候
、
若
聊
ニ
而
も
箇
条
ニ
違
候
者
有
之
候
ハ
ヽ
無
用

捨
取
計
ニ
可
及
事

　
　

天
明
三
卯癸
歳
三
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
谷
川
次
良
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　
　

武
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　
　

六
良
次

　

右
之
趣
被
為
仰
下
候
儀
ハ
、
去
ル
年
綿
店
庄
兵
衛
不
届
之
節
古
法
之
条
目
反

古
ニ
罷
成
、
御
表
江
対
し
可
申
開
筋
無
御
座
店
中
一
統
恐
入
、
何
卒
新
法
ニ
而

も
相
立
、
御
賢
慮
易
御
座
候
様
仕
度
心
底
ニ
御
座
候
ニ
付
、
先
下
書
を
以
去
冬

奉
窺
候
処
、此
度
改
正
被
為
仰
下
候
儀
、惣
店
中
一
統
慥
ニ
得
心
仕
、店
々
永
々

申
伝
江
相
背
申
間
鋪
候
、
依
而
御
請
証
文
如
件

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

弥
兵
衛
（
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

利　

助
（
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

惣　

八
（
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

仁
兵
衛
（
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

喜　

八
（
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

伝
兵
衛
（
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

九
兵
衛
（
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

与　

市
（
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

茂
兵
衛
（
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
郎
兵
衛
（
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

利
兵
衛
（
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
右
衛
門
（
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

与
兵
衛
（
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

林
兵
衛
（
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
郎
兵
衛
（
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

太
郎
兵
衛
（
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

作
兵
衛
（
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

甚
兵
衛
（
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

彦
三
郎
（
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

孫
兵
衛
（
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

由
兵
衛
（
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

忠　

助
（
印
）

　
　

天
明
三
年
癸
卯
四
月

長
谷
川
治
良
兵
衛
様

付
記

　

本
稿
は
、
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
科
研
費
・
基
盤
研
究
（
C
）「
伊
勢
商
人
の
蔵
書
形
成
に
関
す
る

基
礎
的
研
究
」（
研
究
代
表
者
・
岡
本
聡
／
課
題
番
号22K

00352

）
の
助
成
を
受
け
て
調

査
研
究
し
た
も
の
で
あ
る
。
本
稿
で
使
用
し
た
「
長
谷
川
家
文
書
」
に
つ
い
て
は
旧
長
谷

川
治
郎
兵
衛
家
な
ど
三
館
館
長
松
本
吉
弘
氏
に
ご
便
宜
い
た
だ
き
、
ま
た
具
体
的
か
つ
貴
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重
な
ご
教
示
を
賜
っ
た
。
岡
本
聡
先
生
（
中
部
大
学
人
文
学
部
教
授
）
に
は
、
伊
勢
商
人

に
関
す
る
文
献
・
資
料
の
ご
提
供
と
大
変
手
厚
い
ご
指
導
を
賜
っ
た
。
こ
こ
に
記
し
て
心

よ
り
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。

凡
例

一 

、
本
史
料
の
翻
刻
は
末
田
と
扇
野
の
共
同
で
行
い
、
解
説
の
第
一
〜
五
・

七
章
は
末
田
、
第
六
章
は
扇
野
が
担
当
し
、
両
名
で
全
体
を
調
整
し
た
。

一 

、
印
刷
に
際
し
て
は
、
な
る
べ
く
原
史
料
の
体
裁
を
と
ど
め
る
こ
と
を
原

則
と
し
た
が
、
組
版
の
都
合
上
、
適
宜
本
書
形
式
に
あ
わ
せ
て
統
一
し
た
。

一
、
翻
刻
に
あ
た
っ
て
は
、
漢
字
・
平
仮
名
・
片
仮
名
は
原
文
通
り
と
し
た
。

一
、
人
名
な
ど
の
固
有
名
詞
に
つ
い
て
は
原
史
料
通
り
に
し
た
。

一 

、
字
体
は
原
則
と
し
て
新
字
体
を
使
用
し
た
。「
ゟ
」「
〆
」
に
つ
い
て
は

そ
の
ま
ま
使
用
し
た
。

一
、
変
体
仮
名
の
「
者
」
は
、「
は
」「
ば
」
に
改
め
た
。

一
、
読
み
や
す
く
す
る
た
め
に
、
適
宜
読
点
（
、）
を
加
え
た
。

一
、
原
史
料
中
の
ふ
り
が
な
は
省
略
し
た
。

【
表
紙
】

　

本
店

　

毎
年
両
度
読
聞
覚

【
本
文
】

寛
政
五
年
癸
丑
三
月
十
一
日
其
元
店
へ
別
紙
を
以
連
名
ニ
申
入
候
書
付
本
店

方
証
文
箱
へ
入
置
、
毎
年
二
度
之
寄
合
ニ
退
役
人
、
支
配
人
始
末
々
若
者
見

世
中
一
同
不
洩
様
ニ
本
書
取
出
被
読
聞
可
申
旨
申
入
有
之
候
所
、
年
数
も
相

立
依
之
今
度
亦
々
其
節
申
入
候
儀
認
指
遣
候
儀
ニ
候
、
其
趣
意
は
仁
之
道
過

れ
は
人
ニ
信
を
奪
れ
人
ニ
侮
る
ヽ
な
り
、
智
過
れ
は
人
ニ
悪
る
ヽ
俗
ニ
云
高

慢
な
り
、
又
、
片
意
地
と
云
る
ヽ
な
り
、
勇
過
れ
ハ
寛
太

（
大
カ
）緩
か
に
成
な
り
、

人
之
行
儀
を
も
不
直
大
目
ニ
見
遁
す
る
事
も
有
な
り
、
智
仁
勇
程
ニ
過
れ
は

如
斯
也
、
不
足
ニ
而
は
不
勤
候
、
其
程
合
は
万
ツ
信
を
元
ニ
堅
メ
私
意
之
曲

を
不
出
、
天
之
道
ニ
叶
人
間
之
道
ニ
叶
候
様
ニ
日
々
考
商
内
出
情
可
致
候
、

軍
書
咄
シ
ニ
も
天
之
時
は
地
之
利
ニ
不
如
地
之
利
も
人
之
和
ニ
不
如
と
天
は

最
上
之
事
な
れ
と
も
今
日
人
ニ
は
天
地
之
指
図
を
受
て
働
く
は
人
な
り
、
店

取
〆
り
堅
メ
之
元
本
は
最
上
之
主
家
也
、
是
レ
天
な
り
地
な
り
、
支
配
人
ゟ

若
者
は
人
也
、
人
之
和
ニ
不
如
候
也
、
天
ゟ
も
地
ゟ
も
人
之
和
す
る
が
第
一

之
事
也
、
和
と
は
和
合
し
て
安
堵
な
り
、
和
合
安
堵
と
は
深
切
ニ
丁
寧
ニ
信

実
ニ
道
ニ
叶
候
事
也
、
店
之
風
儀
支
配
人
ゟ
若
者
見
世
中
不
残
一
和
之
風
に

和
シ
睦
く
一
身
手
足
之
こ
と
く
始
終
之
利
を
収
候
事
和
之
成
就
い
た
し
候
所

な
り
、
主
家
を
天
地
と
思
ひ
大
切
ニ
奉
公
い
た
し
候
儀
也

一
、
天
地
之
主
家
は
仕
へ
申
人
な
く
と
も
先
ツ
可
相
済
と
の
訳
を
仮
令
を
以

云
述
る
真
の
天
地
は
寂
然
と
無
思
無
邪
不
動
無
色
無
香
候
、
人
な
く
て
も
天

地
は
事
を
か
ヽ
ず
候
、
人
は
天
地
な
く
は
片
時
も
住
居
な
ら
ず
候
也
、
扨
又
、

商
家
店
商
内
之
道
迚
も
主
家
は
五
軒
之
店
ニ
高
下
多
少
之
儲
相
集
り
地
面
之

上
り
高
入
り
来
り
候
付
、
年
中
之
事
無
思
無
動
用
足
り
候
事
也
、
乍
併
爰
ニ

云
述
へ
聞
遣
シ
度
各
一
同
ニ
申
入
候
、
店
之
若
者
和
合
い
た
し
商
内
之
正
道

慈
悲
人
間
之
正
道
を
思
ひ
や
り
思
ひ
め
く
ら
し
、
傍
輩
中
互
ニ
助
け
合
ひ
正
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道
ニ
進
ミ
儲
ケ
出
主
家
ニ
指
出
シ
候
得
ば
、
奉
公
之
面
々
店
若
者
皆
々
能
所

帯
ニ
有
付
、
面
々
之
先
祖
は
勿
論
後
々
子
孫
迄
も
商
売
之
見
世
所
帯
相
続
之

基
を
開
き
候
事
ニ
候
間
、
此
趣
意
得
与
書
面
之
読
ミ
味
へ
心
ニ
納
メ
可
申
事

也
、
右
之
趣
意
能
ニ
も
相
心
得
毎
年
二
度
之
寄
合
ニ
は
退
役
人
、
支
配
人
始

末
々
之
若
者
見
世
中
一
同
ニ
不
洩
様
ニ
此
之
本
書
を
出
シ
太

（
大
カ
）切
ニ
読
聞
ケ
互

ニ
申
談
和
合
出
情
可
致
候
、
本
書
之
文
言
店
永
覚
帳
へ
写
シ
置
可
被
申
候
、

以
上

　

天
保
七
年
丙
申
四
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　

次
郎
吉
（
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　

六
郎
次
（
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　

武
右
衛
門
（
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　

次
郎
兵
衛
（
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
谷
川
宗
意
（
印
）

　

申
四
月

　
　

本
店

　
　
　

退
役
人
中

　
　
　

支
配
人
中

　
　
　

店
一
同
中

【
表
紙
】

　

亀
屋
戎
屋

　

毎
年
両
度
読
聞
覚

【
本
文
】

寛
政
五
年
癸
丑
三
月
十
一
日
本
店
へ
別
紙
を
以
申
入
候
儀
、
今
度
亀
屋
戎
屋

へ
も
相
認
遣
候
、
其
趣
意
は
仁
之
道
過
れ
は
人
ニ
侮
る
ヽ
な
り
、
智
過
れ
は

人
ニ
悪
る
ヽ
俗
ニ
云
高
慢
な
り
、　

片
意
地
と
云
る
ヽ
な
り
、
勇
過
れ
は
寛

太（
大
カ
）緩
か
ニ
成
な
り
、
人
之
行
儀
を
も
不
直
大
目
ニ
見
遁
す
る
事
も
有
な
り
、

智
仁
勇
程
ニ
過
れ
は
如
斯
也
、
不
足
ニ
而
は
不
勤
候
、
其
程
合
は
万
ツ
信
を

元
ニ
堅
メ
私
意
之
曲
を
不
出
、
天
之
道
ニ
叶
人
間
之
道
ニ
叶
候
様
ニ
日
々
考

商
内
出
情
可
致
候
、
軍
書
咄
シ
ニ
も
天
之
時
は
地
之
利
ニ
不
如
地
之
利
も
人

之
和
ニ
不
如
と
天
は
最
上
之
事
な
れ
と
も
今
日
人
ニ
ハ
天
地
之
指
図
を
受
て

働
く
は
人
也
、
店
取
〆
り
堅
メ
之
元
本
は
最
上
之
主
家
ナ
リ
、
是
天
な
り
地

な
り
支
配
人
ゟ
若
者
は
人
也
、
人
之
和
ニ
不
如
候
也
、
天
ゟ
も
地
ゟ
も
人
之

和
す
る
が
第
一
之
事
也
、
和
と
は
和
合
し
て
安
堵
な
り
、
和
合
安
堵
と
は
深

切
ニ
丁
寧
ニ
信
実
ニ
道
ニ
叶
候
事
也
、
店
之
風
儀
支
配
人
ゟ
若
者
見
世
中
不

残
一
和
之
風
ニ
和
シ
睦
く
一
身
手
足
之
如
く
始
終
之
利
を
収
候
事
和
之
成
就

い
た
し
候
所
也
、
主
家
を
天
地
と
思
ひ
大
切
ニ
奉
公
い
た
し
候
儀
也

一
、
天
地
之
主
家
候
ハ
仕
へ
申
人
な
く
と
も
先
ツ
可
相
済
と
の
訳
を
仮
令
を

以
云
述
る
真
の
天
地
は
寂
然
と
無
思
無
邪
無
動
無
色
無
香
候
、
人
な
く
て
も

天
地
は
事
を
か
ヽ
ず
候
、
人
は
天
地
な
く
は
片
時
も
住
居
な
ら
ず
候
也
、
扨

又
、
商
家
店
商
内
之
道
迚
も
主
家
は
五
軒
之
店
ニ
高
下
多
少
之
儲
相
集
り
地

面
之
上
り
高
入
り
来
候
付
、
年
中
之
事
無
思
無
動
用
足
り
候
事
也
、
乍
併
爰

ニ
云
述
へ
聞
遣
シ
度
各
一
同
申
入
候
は
、
店
之
若
者
和
合
い
た
し
商
内
之
正

道
慈
悲
人
間
之
正
道
を
思
ひ
や
り
お
も
ひ
め
く
ら
し
、
傍
輩
中
互
ニ
助
け
合

ひ
正
道
ニ
進
ミ
儲
ケ
出
主
家
ニ
指
出
シ
候
得
ば
、
奉
公
之
面
々
店
若
者
皆
々
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能
き
所
帯
ニ
有
付
、
面
々
之
先
祖
は
勿
論
後
々
子
孫
迄
も
商
売
之
見
世
所
帯

相
続
之
基
を
開
き
候
事
ニ
候
間
、
此
趣
意
得
与
書
面
之
読
ミ
味
へ
心
ニ
納
メ

可
申
事
也
、
右
之
趣
意
能
も
相
心
得
毎
年
二
度
ツ
ヽ
退
役
之
衆
中
、
支
配
人

始
末
々
若
者
見
世
中
一
同
ニ
不
洩
様
ニ
此
本
書
を
取
出
シ
太

（
大
カ
）切
ニ
読
聞
ケ
互

ニ
申
談
出
情
相
勤
可
被
申
候
、
以
上

　

天
保
七
年
丙
申
四
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　

次
郎
吉
（
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　

六
郎
次
（
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　

武
右
衛
門
（
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　

次
郎
兵
衛
（
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
谷
川
宗
意
（
印
）

　

申
四
月

　
　

亀
屋

　
　

戎
屋

　
　
　

退
役
人
中

　
　
　

支
配
人
中

　
　
　

店
一
同
中

【
表
紙
】

　

向
店

　

毎
年
両
度
読
聞
覚

【
本
文
】

寛
政
五
年
癸
丑
三
月
十
一
日
本
店
へ
別
紙
を
以
申
入
候
儀
、
今
度
向
店
へ
も

相
認
遣
候
、
其
趣
意
は
仁
之
道
過
れ
は
人
ニ
侮
る
ヽ
な
り
、
智
過
れ
は
人
ニ

悪
る
ヽ
俗
ニ
云
高
慢
な
り
、
片
意
地
と
云
る
ヽ
な
り
、
勇
過
れ
は
寛
太

（
大
カ
）緩
か

ニ
成
な
り
、
人
之
行
儀
を
も
不
直
大
目
ニ
見
遁
す
る
事
も
有
な
り
、
智
仁
勇

程
ニ
過
れ
は
如
斯
也
、
不
足
ニ
而
は
不
勤
候
、
其
程
合
は
万
ツ
信
を
元
ニ
堅

メ
私
意
之
曲
を
不
出
、
天
之
道
ニ
叶
人
間
之
道
ニ
叶
候
様
ニ
日
々
考
商
内
出

情
可
致
候
、
軍
書
咄
シ
ニ
も
天
之
時
は
地
之
利
ニ
不
如
地
之
利
も
人
之
和
ニ

不
如
と
天
は
最
上
之
事
な
れ
と
も
今
日
人
ニ
ハ
天
地
之
指
図
を
受
て
働
く
は

人
也
、
店
取
〆
り
堅
メ
之
元
本
ハ
最
上
之
主
家
ナ
リ
、
是
天
な
り
地
な
り
支

配
人
ゟ
若
者
は
人
也
、
人
之
和
ニ
不
如
候
也
、
天
ゟ
も
地
ゟ
も
人
之
和
す
る

が
第
一
之
事
也
、
和
と
は
和
合
し
て
安
堵
な
り
、
和
合
安
堵
と
は
深
切
ニ
丁

寧
ニ
信
実
ニ
道
ニ
叶
候
事
也
、
店
之
風
儀
支
配
人
ゟ
若
者
見
世
中
不
残
一
和

之
風
ニ
和
シ
睦
く
一
身
手
足
之
如
く
始
終
之
利
を
収
候
事
和
之
成
就
い
た
し

候
所
也
、
主
家
を
天
地
と
思
ひ
大
切
ニ
奉
公
い
た
し
候
儀
也

一
、
天
地
之
主
家
は
ニ
仕
へ
申
人
な
く
と
も
先
ツ
可
相
済
と
の
訳
を
仮
令
を

以
云
述
る
真
の
天
地
は
寂
然
と
無
思
無
邪
無
動
無
色
無
香
候
、
人
な
く
て
も

天
地
は
事
を
か
ヽ
ず
候
、
人
は
天
地
な
く
は
片
時
も
住
居
な
ら
ず
候
也
、
扨

又
、
商
家
店
商
内
之
道
迚
も
主
家
は
五
軒
之
店
ニ
高
下
多
少
之
儲
相
集
り
地

面
之
上
り
高
入
り
来
候
付
、
年
中
之
事
無
思
無
動
用
足
り
候
事
也
、
乍
併
爰

ニ
云
述
へ
聞
遣
シ
度
各
一
同
へ
申
入
候
は
、
店
之
若
者
和
合
い
た
し
商
内
之

正
道
慈
悲
人
間
之
正
道
を
思
ひ
や
り
お
も
ひ
め
く
ら
し
、
傍
輩
中
互
ニ
助
け

合
ひ
正
道
ニ
進
ミ
儲
ケ
出
主
家
ニ
指
出
シ
候
得
ば
、
奉
公
之
面
々
店
若
者

皆
々
能
き
所
帯
ニ
有
付
、
面
々
之
先
祖
は
勿
論
後
々
子
孫
迄
も
商
売
之
見
世

所
帯
相
続
之
基
を
開
き
候
事
候
間
、
此
趣
意
得
と
書
面
之
読
ミ
味
へ
心
ニ
納
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メ
可
申
事
也
、
右
之
趣
意
能
も
相
心
得
毎
年
二
度
ツ
ヽ
退
役
之
衆
中
、
支
配

人
始
末
々
若
者
見
世
中
一
同
ニ
不
洩
様
ニ
此
本
書
を
取
出
シ
太

（
大
カ
）切
ニ
読
聞
ケ

互
ニ
申
談
出
情
相
勤
可
被
申
候
、
以
上

　

天
保
七
年
丙
申
四
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　

次
郎
吉
（
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　

六
郎
次
（
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　

武
右
衛
門
（
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　

次
郎
兵
衛
（
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
谷
川
宗
意
（
印
）

　

申
四
月

　
　

向
店

　
　
　

退
役
人
中

　
　
　

支
配
人
中

　
　
　

店
一
同
中
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